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特 集 市長マニフェストの取り組み状況をお知らせします ・・・・P.2
秩父鉄道「ソシオ流通センター駅」が開業しました ・・・・P.4
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▶問い合わせ　企画政策課企画政策担当（内線309）

進捗率 ％
（平成27年度 63パーセント）

※進捗率は、評価の合計58ポイントを満点の81ポイントで除した数値です。

 市長マニフェストの達成度を
 次の4段階で評価しました
　A 達成または順調 ★★★　3ポイント
　B おおむね順調 ★★　2ポイント
　C 実施に向け準備中 ★　1ポイント
　D 遅延 ━　0ポイント

　3期目のマニフェストは、任期2年目で7割を
超える進捗率となりました。
　今後とも「笑顔あふれる元気な行田」の実現に全
力で取り組んでまいりますので、市民の皆さんに
は、市政に対する一層のご理解とご協力を心から
お願いいたします。

市民の暮らしと安全を守りますていねいでスピード感のある市役所にします

活力みなぎるにぎわいのまちを創出します

人と自然にやさしい健康長寿のまちにします

子育て・教育環境No.1を目指します

宣言1宣言5

宣言4

宣言3

宣言2

①防災・減災、消防機能の強化 ★★
②地域防災力の向上 ★★★
③空き家対策の推進 ★★
④公共インフラの耐震化・長寿命化の推進 ★★
⑤公共交通網の整備 ★★

㉓市民と市長の交流運動の推進 ★★
㉔「おもてなし市役所」の推進 ★★
㉕行財政改革の推進 ★★
㉖公共施設に民間活力の導入 ★★
㉗市民相談コンシェルジュの配置 ★★★

⑯人口減少対策プロジェクトの推進 ★★
⑰企業誘致と雇用の確保 ★★
⑱足腰の強い攻めの農業の確立 ★★
⑲中心市街地の再生とJR行田駅周辺の再整備 ★★
⑳空き店舗等の有効活用 ★★
㉑「産業交流拠点」の整備 ★
㉒行田ならではの観光戦略 ★★★

⑪生涯健康都市の推進 ★★
⑫高齢者の活躍機会の増大 ★★
⑬安心して暮らせる地域福祉の充実 ★★
⑭総合公園に新たな多目的広場の整備 ★★★
⑮省エネ・創エネによる行田エコタウンの推進 ★★

⑥ 安心して出産・子育てができ、女性が活躍できる
環境の整備 ★★

⑦多子世帯の経済負担の軽減 ★★
⑧小・中学校の少人数学級編制の拡大 ★★★
⑨安心して勉学に専念できる教育環境の整備 ★★
⑩学校の余裕教室の活用 ★★

• 副分団長の設置および水防体制の見直しによる消防団組織の
充実強化

•地震ハザードマップの作成
• 空家等対策計画の策定および空家等総合窓口の設置（平成29
年4月から）

•デマンドタクシーの運行開始（平成29年4月から）
• 運転免許証自主返納者支援制度の開始（平成29年4月から）

•市政懇談会を16会場で実施、491人が参加
• 行財政改革プログラムの計画的推進により約5億円の財政効果
• 市有地を活用した事業提案を公募し、宿泊特化型ホテルの建
設を提案した事業者に売却

• 子育て包括支援センターの開設日を増設し、赤ちゃんコンシェ
ルジュによる相談体制を強化

• 「足袋のまち行田活性化プロジェクト」をスタート
• 企業の用地取得や施設設置などに対する奨励金を13社
に交付し、企業誘致を推進（誘致3社、増設1社）

• 新たな特産品栽培・加工に対す
る「攻めの農業」支援事業補助金
約230万円を交付

• 空き店舗を改修し、チャレンジ
　ショップを出店
• 産業交流拠点整備基本計画を
策定

•創業者支援補助制度を創設

• 助成額の引き上げなどによる国民健康保険人間ドック検査
料助成制度の拡充

• 若年層の女性を対象にエコーによる乳がん検診を実施
•認知症あんしんガイドブックを作成
•総合公園に新たな多目的広場を整備
•忍・行田公民館に太陽光発電システムなどを設置

• 南小学校内に南第一、北小学校内に北第一学童保育室
を開室
•多子（3人以上）世帯を対象に学校給食費の無償化を実施
• 全小学校にパワーアップサポーターを配置し、3・4年
生の算数授業における個別指導を充実

•小学校5校でトイレ改修を実施
• 東小学校の余裕教室を活用して東第一学童保育室を開
室（平成29年4月から）

主 な 取 り 組 み主 な 取 り 組 み

主 な 取 り 組 み

主 な 取 り 組 み

主 な 取 り 組 み

ていねいでスピード感のある市役所にします

• 新たな特産品栽培・加工に対す
る「攻めの農業」支援事業補助金

工藤市長の3期目のマニフェストは、「笑顔
あふれる元気な行田」に向けた5つの宣言と
27項目で構成されています。
ここでは、任期2年目となる平成28年度の
主な取り組みと進

しん

捗
ちょく

状況を紹介します。

市長マニフェストの
 取り組み状況を　　お知らせしますお知らせします
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　ソシオ流通センター駅ができ、地元に住む人
にとって交通の便が良くなり、とてもうれしく
思っています。通勤や通学など身近な生活の足
として多くの人に利用してもらいたいです。
　今後は開業をきっかけに、地域がより発展・活
性化していくことを期待しています。

　近くの路線バスが
廃止され、不便を感じ
ていましたが、新駅が
できたことで市内外
へ出掛けやすくなり

ました。また、駅周辺も整備され、踏み切りや道
路が広くなり、車の往来が楽になりました。
　将来、子供たちが大きくなり、通学の足として
利用できたらいいなと思います。

菅谷自治会長
荒井 利雄さん（持田）

鈴木 和子さん（持田）

29
.-
4.
-1
.

イン
タビ
ュー

新駅設置事業費

その他の関連事業
熊谷市 配 水 管 布 設 費 651万円

行田市
駐 輪 場 整 備 費 416万円
踏切道拡幅事業費 4,612万円
周辺道路整備費 1,103万円

新駅設置事業費計
全体事業費 3億9,019万円
　 う ち 熊 谷 市 負 担 2億3,223万円
　 う ち 行 田 市 負 担 9,446万円
　 う ち 国 庫 補 助 金 6,350万円

駅舎・ホーム
全体事業費 2億2,539万円
　うち熊谷市負担 8,095万円
　うち行田市負担 8,094万円
　うち国庫補助金 6,350万円

駅前広場・アクセス道路
全体事業費 1億6,480万円
　うち熊谷市負担 1億5,128万円
　うち行田市負担 1,352万円

内 訳

（行田市・熊谷市境の熊谷市戸出地内）
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　市では、公共施設や行政サービスを利用した場合、掛かった費用の一部を使用料・手数料として利
用者の方にご負担いただいていますが、これらの料金については長年据え置かれており、大幅な見直
しが行われていませんでした。
　そこで、受益者負担の適正化や負担の公平性の確保を図るため、統一的な価格算定基準などを盛り
込んだ「行田市使用料・手数料見直し基本方針」を策定し、慎重に検討を重ねた結果、使用料・手数
料の一部を改定することとなりましたので、お知らせします。
　市民・利用者の皆さんのご理解とご協力をお願いします。

1． 原価算定方式（人件費、物件費、減
価償却費の積算）により算定した原
価に基づき、公費負担と受益者負担
の割合などを考慮した上で、使用料・
手数料を改定

2． 利用者の急激な負担を緩和するため、
増額となる場合は、現行料金の1.5
倍を上限として料金を設定（減額と
なる場合は、算定額どおり）

3． 税負担の公平性の観点から、市外料
金を設定（一部施設）

4． 利用者の利便性の向上を図るため、
１時間単位の料金区分を設定（一部
施設）

公共施設の使用料・手数料の一部を改定します

見直しのポイント
改定の時期

改定後の使用料・手数料

　改定された使用料・手数料の現行料金と新料金の適用について
は、次の表のとおりです。
●使用料を改定する施設

施設名 現行料金 新料金
男女共同参画推進セン
ター「VIVAぎょうだ」、
古代蓮会館、産業文化会
館、中央公民館、各地域公
民館、商工センター、各公
園管理事務所、体育施設

9月30日の利用分まで 10月1日の利用分から

忍・行田公民館 4月30日の利用分まで 5月1日の利用分から
※ 忍・行田公民館は、5月1日の新施設オープンに合わせて改定
されています
●使用料を新規で設定する施設

施設名 現行料金 新料金
各コミュニティセンター 無料 10月1日の利用分から

●手数料を改定する項目
項　目 現行料金 新料金

事業活動から生じる
不燃物および粗大ご
みの処理手数料

6月30日の利用分まで 7月1日の利用分から

使用料を改定する施設
　※ 改定のあった施設や利用区分について新料金を記
載しています。なお、表中の着色部分については、
改定の無かった箇所となります。

● 男女共同参画推進センター「VIVAぎょうだ」（問い
合わせ：男女共同参画推進センター☎556―9301）
利用区分 単　位 使用料（円）

学習室

1時間当たり(※)

550

調理室 760

第１研修室 170

第２研修室 170

和室 210
※1時間単位の料金設定に変更

● 古代蓮会館（問い合わせ：都市計画課・内線5603）
利用区分 単　位 使用料（円）

研修室（和室）
午前・午後 1,380

1日 2,760

研修・工作室
午前・午後 2,620

1日 5,240

● 産業文化会館（問い合わせ：ひとつくり支援課・内
線5311）
利用区分 単　位 使用料（円）

第1会議室

1時間当たり(※)

170

第2会議室 520

第3会議室 170

創作室 500
※１時間単位の料金設定に変更

● 中央公民館（問い合わせ：中央公民館☎556―
2649）
利用区分 単　位 使用料（円）

音楽室

1時間当たり(※)

520

レクリエーション室 590

創作室 300

和室 360

第1学習室 590
第2学習室 520
第3学習室 300
PC研修室 300
作陶室 300
※１時間単位の料金設定に変更

● 各地域公民館（16館）（問い合わせ：中央公民館☎556―
2649）

施　設　名 利用区分
使　用　料（円）

午前 午後 夜間 昼夜１日

忍・行田公民館

ホール１ 1,010 1,160 1,010 3,180
ホール２ 1,510 1,730 1,510 4,750
会議室１ 500 580 500 1,580
会議室２ 500 580 500 1,580
和室 1,090 1,250 1,090 3,430
調理実習室 900 1,030 900 2,830

佐間公民館

ホール 2,780 3,300 2,780 8,860
会議室 710 900 710 2,320
和室 900 1,130 990 3,020
調理実習室 530 600 530 1,660

長野公民館

ホール 2,300 2,380 2,080 6,760
会議室 600 670 590 1,860
和室 510 580 510 1,600
調理実習室 650 710 620 1,980

桜ヶ丘公民館

ホール 2,560 2,930 2,560 8,050
会議室 870 1,000 870 2,740
和室 600 660 580 1,840
調理実習室 880 1,010 880 2,770

星河公民館

ホール 1,480 1,640 1,480 4,600
会議室 730 900 730 2,360
和室 680 780 680 2,140
調理実習室 480 550 480 1,510

持田公民館

ホール 2,200 2,370 2,080 6,650
会議室 500 580 510 1,590
和室 600 740 650 1,990
調理実習室 650 740 650 2,040

荒木公民館

ホール 1,740 1,900 1,740 5,380
会議室 500 590 510 1,600
和室 770 900 770 2,440
調理実習室 510 580 510 1,600

須加公民館

ホール 1,440 1,600 1,440 4,480
会議室 620 700 620 1,940
和室 830 900 830 2,560
調理実習室 480 550 480 1,510

北河原公民館

ホール 1,380 1,500 1,380 4,260
会議室 670 770 670 2,110
和室 900 1,100 960 2,960
調理実習室 450 510 450 1,410

埼玉公民館

ホール 1,460 1,660 1,460 4,580
第１会議室 300 340 300 940
第２会議室 820 900 820 2,540
和室 430 500 430 1,360
調理実習室 360 420 360 1,140

星宮公民館

ホール 1,590 1,880 1,650 5,120
会議室 600 700 600 1,900
和室 620 700 620 1,940
調理実習室 500 570 500 1,570

太井公民館

ホール 1,500 1,840 1,610 4,950
会議室 900 1,000 870 2,770
和室 900 960 840 2,700
調理実習室 490 560 490 1,540

下忍公民館

ホール 1,500 1,830 1,600 4,930
会議室 520 600 520 1,640
和室 710 810 710 2,230
調理実習室 510 580 510 1,600

太田公民館

ホール 1,620 1,900 1,620 5,140
会議室 670 760 670 2,100
和室 730 900 730 2,360
調理実習室 490 560 490 1,540

地域文化センター

ホール 2,150 2,700 2,360 7,210
会議室 620 700 620 1,940
和室 580 700 580 1,860
調理実習室 680 780 680 2,140

南河原公民館

ホール 1,500 1,880 1,640 5,020
会議室 370 420 370 1,160
和室 680 780 680 2,140
調理実習室 300 340 300 940
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　県では、県民誰もが川に愛着を持ち、ふるさと
を実感できる「川の国埼玉」の実現を目指し、「川
の再生」に取り組んでいます。平成28年度からは
水辺空間を整備・拡充し、人もまちも川もはつら
つとなる「川の国埼玉 はつらつプロジェクト」を
進めています。
　このたび、本市が提案した忍川と酒巻導水路の2
本の河川が今年度から同プロジェクトに選定され
ました。

本市の取り組みについて
　本市には埼玉古墳群や忍城、足袋蔵をはじめと
する数多くの史跡や観光拠点があります。水辺の
遊歩道の整備を進め、中心市街地と観光拠点を観
光・散策ルートでつなぐことにより、まちなかと
水辺空間の活性化を創出していきます。
　本市におけるプロジェクトの事業期間は、平成
32年度までの4年間となります。事業内容は、今
後地域の皆さんや関係団体と一緒に検討していき
ます。
▶ 問い合わせ　企画政策課企画政策担当（内線
311）

　市では、全国的に増加傾向にある管理不全な空
き家などに対応するため、空家等対策の推進に関
する特別措置法の規定に基づいた「行田市空家等
対策計画」を3月に策定しました。
　この計画は、空き家などを早期に発見し、抑制
する「予防対策」と、管理不全なまま放置された
危険な空き家などに対応する「特定空家等に対す
る措置」に加え、利用可能な空き家などを地域資
源としての活用を促す「有効活用」を基本方針と
して定め、空き家などに関する施策を総合的かつ
計画的に推進するための基本的な考え方や取り組
むべき方向性を示すものです。
▶計画期間　平成29年度～ 33年度（5年間）
▶ 閲覧場所　市政情報コーナー、建築開発課※市
ホームページでも閲覧できます。
▶ その他　この計画の策定に当たり、2月1日から
3月3日にかけて意見を公募したところ、1人か
ら10件の意見をいただきました。
▶ 問い合わせ　建築開発課建築指導担当☎550―
1551

「川の国埼玉 はつらつプロジェクト」に
忍川・酒巻導水路が選定されました 「行田市空家等対策計画」を策定しました

市内の中心部を流れる忍川

● 商工センター（問い合わせ：商工観光課・内線383）
利用区分 単　位 使用料（円）

ホール（平日）
１日

33,800
ホール（土・日曜日、祝日） 43,600
パブリックホール 19,600
201会議室

１時間当たり(※)

370
202会議室（和室） 530
401研修室 1,450
402研修室（固定席・円卓） 480
403研修室 740
404研修室 370
405研修室（和室） 760
※１時間単位の料金設定に変更

● 各公園管理事務所（問い合わせ：都市計画課・内線5603）

施　設　名
使　用　料（円）

午前 午後
午前
・
午後

夜間
午後
・
夜間

1日

水城公園学習棟
会議室 500 620 1,120 620 1,240 1,740

天神公園管理事務
所会議室 500 700 1,200 670 1,370 1,870

武蔵公園管理事務
所会議室 500 700 1,200 670 1,370 1,870

鶴土井公園管理事
務所会議室 500 700 1,200 670 1,370 1,870

深水公園管理事務
所会議室 500 700 1,200 670 1,370 1,870

二子山公園管理事
務所会議室 500 700 1,200 670 1,370 1,870

総合公園管理事務
所大会議室 250 370 620 330 700 950

総合公園管理事務
所小会議室 80 120 200 100 220 300

総合公園管理事務
所小会議室（和室） 130 190 320 170 360 490

●体育施設（問い合わせ：スポーツ振興課・内線5318）
施　設　名 利用区分 単　位 使用料（円）

市民プール 会議室

1時間当たり

200

総合公園 弓道場
個人 150
団体
（6人以上） 900

総合体育館
「行田グリー
ンアリーナ」

トレーニング室
（共用1人）

2時間以内 500

使用料を新規で設定する施設
● 各コミュニティセンター（問い合わせ：地域づくり支
援課・内線253）

施　設　名 利用区分 単　位 使用料
（円）

コ ミ ュ ニ
テ ィ セ ン
ターみずし
ろ

101会議室

1時間当たり

220
ギャラリー 450
大広間 300
和室 110
201会議室 70
202会議室 110
203会議室 110
204会議室 110
205会議室 150
茶室 150
音楽室 150

婦 人 ホ ー
ム（コミュ
ニティセン
ターみずし
ろ分館）（※）

和室（40畳）

1時間当たり

130
和室（24畳） 80
和室（8畳） 20

ホール 200
コ ミ ュ ニ
テ ィ セ ン
ター南河原

集会室 1時間当たり 270

※ 「婦人ホーム」は10月1日から「コミュニティセンター
　みずしろ分館」に名称変更します。

手数料を改定する項目
● 一般廃棄物処理手数料（問い合わせ：環境課        
☎556―9530）

項　　目 単　位 手数料（円）
事業活動から生じる
不燃物および粗大
ごみの処理手数料

10キログラ
ムにつき

150

▶ その他　詳細は、市ホームページに掲載していま
すのでご覧ください。
▶改定料金についての問い合わせ　上記各担当
▶ その他の問い合わせ　改革推進室行政改革担当（内
線328）

西山氏、黒田氏、河野氏が行政相談委員に委嘱されました
　
国
の
行
政
機
関
な
ど
の
業
務
に
関
す
る
苦
情
や
意

見
・
要
望
な
ど
を
聴
き
、
そ
の
解
決
や
実
現
を
図
る

た
め
、
皆
さ
ん
の
身
近
な
相
談
相
手
と
な
る
行
政
相

談
委
員
と
し
て
、
平
成
29
年
4
月
1
日
付
け
で
西
山

カ
ツ
枝
氏
、
黒
田
和
男
氏
、
河
野
恭
男
氏
が
総
務
大

臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

▼ 

問
い
合
わ
せ
　
地
域
づ
く
り
支
援
課
く
ら
し
安
心

担
当
（
内
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）

西山 カツ枝 氏
（長野）

粗大ごみ処理場

河野 恭男 氏
（真名板）

黒田 和男 氏
（矢場）

行
政
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す

▼ 

日
時
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第
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後
１
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30
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所
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業
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2
階
第
１
会
議
室
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ふるさとづくり事業を
　       　　　ご活用ください

～行田の歴史と文化を感じるまち並みづくり～

▶補助対象要件
　・行田地区およびその周辺の地区であること
　・市内業者の施工であること
　・市税などの滞納がないこと
▶その他　審査会の審議を経るため、申請から決定までにおおむね1カ月半程度かかります。
▶問い合わせ　企画政策課企画政策担当（内線309）

「行田らしいまち並みづくり事業」の対象となる事例

店舗の改修 外壁の改修 堀の改修

　市では、足袋蔵などの歴史的資産を活用した景観整備を推進するとともに、地域の皆さんと一体
となって街なかのにぎわい創出と地域活性化を図るため、「ふるさとづくり事業」を実施しています。
歴史的建築物が集積する行田地区およびその周辺の地区で、自宅や店舗の改修などを予定されてい
る方は、本制度の活用をご検討ください。
　平成29年度から新たに「市指定文化財歴史的建築物改修事業」を追加し、市指定文化財の歴史的
建築物の改修を行う所有者に対しても、整備費用の一部を補助します。

事業名 事業内容 対　　象 補助率 限度額

足袋蔵等歴史的建築
物改修・活用事業

歴史的建築物を改修し、その建
物を活用して10年以上にわたり
公益性の高いソフト事業を実施
する事業に補助します。

①NPO法人②市民活
動団体③ボランティア
団体④商業や農業など
の関連団体

10分の10以内 2,000万円

行田らしいまち並み
づくり事業

城下町や足袋のまちとしてにぎ
わった行田をイメージさせる外
観に建物を改修したり、塀や看
板などを設置・改修したりする
事業に補助します。

建築物を所有する個
人・事業者または団体 2分の1以内 50万円

おもてなし・にぎわ
い創出事業

観光拠点への案内標示板の整備
や、空き店舗を活用して休憩・
授乳できる施設整備事業に補助
します。

建築物を所有する個
人・事業者または団体 2分の1以内 40万円

市指定文化財歴史的
建築物改修事業

教育委員会が指定した歴史的建
築物を改修する事業に補助しま
す。

建築物を所有する個
人・事業者または団体 2分の1以内 200万円

ふるさとづくり事業を活用し
牧野本店が改修されました

平成29年工業統計調査を
実施します忍・行田公民館がオープンしました

　このたび、NPO法人ぎょうだ足袋蔵ネットワークが
本市の足袋蔵等歴史的建築物改修・活用事業補助金を
活用し、本市を代表する足袋産業関連の近代化遺産で
ある牧野本店（行田1―2）の店舗部分を改修しました。
　この牧野本店を再活用し、女性の起業やまちづくり
活動を支援する拠点施設として、各種事業が行われて
います。
▶問い合わせ　企画政策課企画政策担当（内線309）

　4月6日、忍城が公益財団法人日本城郭協会の「続
日本100名城」に選定されました。
　続日本100名城とは、同法人が平成18年に日本
各地に残る城郭の中から選定した「日本100名城」
に続くものです。今回の選定を受け、より多くの人
が忍城を訪れるきっかけになることが期待されま
す。
▶問い合わせ　郷土博物館☎554―5911

　我が国の工業の実態を明らかにすることを目的とし
た「平成29年工業統計調査」が、従業員4人以上の全
ての製造事業所を対象に、6月1日㈭を調査期日とし
て行われます。調査結果は、中小企業施策や地域振興
などの基礎資料として活用されます。
　この調査は統計法に基づく重要な統計調査ですので、
調査票の回答にご協力をお願いします。
▶問い合わせ　企画政策課統計担当（内線310）

　水城公園内の旧図書館跡地に建て替えを進めていた忍・
行田公民館が5月1日㈪にオープンしました。
　可動間仕切りのある大ホールをはじめ、2つの会議室、
和室、調理実習室、ミーティングなどにも利用できる多目
的室などを設置しました。また、環境に配慮した太陽光発
電設備とともに蓄電機能も備え、災害時の避難所としての
機能も充実しています。
▶場所　佐間1―22―11
▶使用料　詳細は7ページをご覧ください。
　※ 使用料に10円未満の端数が出た場合は切り捨てとな

ります。
　※ 市外の方が利用する場合は規定使用料の50％増となり

ます。
▶問い合わせ　同館☎556―8674

忍城が続日本100名城に
選定されました

続日本100名城に選定された忍城 改修を終えた牧野本店
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　市では、皆さんに納めていただいた税金により、快適で住み良いまちづくりを行ってい
ます。市民税や固定資産税などの市税は、皆さんの生活に密着した市政の推進に欠かすこ
とのできない重要な財源です。納め忘れのないよう早めの納付を心掛けましょう。

納付を忘れてしまうと
　市税は、納期限内に自主的に納めていただくことが原則です。地方税法では、督促状発送日から起算
して10日を経過した日までに納付がない場合、財産を差押えなければならないとされています。市では、
納期限内に納税されている多くの方との公正・公平性を確保するため、督促状発送後、催告などを行っ
た上で、法律に基づく差押えなどの滞納処分を実施しています。
　また、市税を納期限後に納付する場合、延滞金（※）が掛かります。延滞金は、納期限内に納付すれ
ば掛かることのない余計な出費となりますので、市税は納期限内に納めましょう。
※ 平成29年中の延滞金の率は、法律の規定により年9.0パーセントです（ただし、納期限の翌日から1
カ月を経過するまでの期間は年2.7パーセント）。

納税相談はお早めに
　病気や失業などのやむを得ない特別な事情により納付が困難な方は、早期にご相談ください。市役所
の通常業務時間内に来庁できない方のために、次のとおり納税・相談窓口を開設していますので、ご利
用ください。
※ 市税は納期内納付が原則ですが、「災害、盗難、疾病」、「事業の休廃止」、「事業継続や生活維持の困難」
などの一定要件に該当する場合には、申請により原則として1年以内に限り納付時期の遅延や分割納
付、財産の差押や換価が猶予される場合もありますので、早期にご相談ください。

平成29年度　市税納期限一覧

休日夜間　納税・相談窓口の開設
▶休　日　毎週日曜日の午前中（午前8時30分～正午）※年末年始を除く
▶夜　間　毎週火曜日の夜間（午後5時15分～ 7時）　 ※祝日、年末年始を除く
▶場　所　収納課

市税の納付は口座振替のご利用を
　税金の督促状が届き、初めて納めていないことに気付いたことはありませんか。「うっかり」というこ
ともあるでしょう。それを防ぐのが口座振替です。一度手続きをしていただければ、市税の納期限日に
指定した口座から自動的に税金が引き落とされますので、納付のために金融機関や市役所に出掛ける必
要がありません。市税の納付は、確実・便利な口座振替をご利用ください。
▶ 申し込み　預金通帳と通帳届出印を持参し、市内各金融機関窓口または収納課で手続きをしてくださ
い。また、収納課では、キャッシュカードとその暗証番号により申し込みができます。申し込みの際は、
取り扱えない金融機関や取り扱えないキャッシュカードがありますので、事前に問い合わせください。

コンビニで納税できます
　日本全国、休日・夜間、時間を問わずに納付することができますので、ぜひご利用ください。
▶コンビニで納付できない納付書
　・納期限を過ぎた納付書
　・バーコードのない納付書や、傷・汚れなどによりバーコードを読み取れない納付書
　・各期別(1枚当たり)の納付額が30万円を超える納付書
　・金額を訂正したものや、金額を書き加えた納付書
　※これらの場合は、金融機関などをご利用ください

▶問い合わせ　同課収納担当（内線236・237）

市・県民税 第1期 第2期 第3期 第4期
6月30日㈮ 8月31日㈭ 10月31日㈫ 12月25日㈪

固定資産税
都市計画税

第1期 第2期 第3期 第4期
5月31日㈬ 7月31日㈪ 10月2日㈪ 11月30日㈭

軽自動車税 全　期
5月31日㈬

国民健康保険税

第1期 第2期 第3期 第4期
7月31日㈪ 8月31日㈭ 10月2日㈪ 10月31日㈫
第5期 第6期 第7期 第8期

11月30日㈭ 12月25日㈪ 1月31日㈬ 2月28日㈬
第9期
4月2日㈪

　8年目を迎えた行田軽トラ朝市では、今年も「安心・安全・
新鮮」な行田の米、野菜、花とその加工品などを皆さんに
お届けします。毎月第3日曜日は少し早起きして軽トラ朝
市に出かけてみませんか。
▶開催日　毎月第3日曜日
▶開催場所　産業文化会館南側芝生広場
▶時間　【3月～ 11月】午前8時～ 10時
　　　　【12月～ 2月】午前9時～ 11時（冬時間）
▶その他　
　・ 販売状況などにより終了が早まる場合があります。
　・ 雨天時も開催しますが、豪雨・強風などの場合は中止
となることがあります。

　・出張臨時開催もあります。
▶ 問い合わせ　行田軽トラ朝市実行委員会事務局（農政課
内・内線388）

　市では、市民の皆さんの「声」を市政に反映させるため、市
政全般についての意見交換を行う「市政懇談会」を開催します。
　次の地区を対象に懇談会を開催しますので、ぜひご参加く
ださい。
▶開催日時・場所　
　【星河】5月16日㈫午後1時30分～ 3時・星河公民館
　【持田】6月1日㈭午後7時～ 8時30分・持田公民館
▶対象　該当地区に住んでいる方
▶その他　申し込みは不要です。直接会場にお越しください。
▶問い合わせ　広報広聴課広報広聴担当 （内線318）

行田軽トラ朝市を毎月開催します

ご参加ください「市政懇談会」

　このたび、行田市地震ハザードマップを改訂し、自
治会を通じて各世帯へ配布しました。お手元の地震ハ
ザードマップをご覧いただき、自宅周辺の状況や、避
難経路・避難場所の確認、家族防災会議の実施など、
事前の備えを行いましょう。
　なお、自治会未加入世帯の方は、防災安全課または
各公民館で地震ハザードマップを配布していますの
で、お受け取りください。
▶ 主な変更点　これまでの地震ハザードマップは「深
谷断層帯による地震」を想定地震としていましたが、
新しい地震ハザードマップでは、「関東平野北西縁
断層帯地震」（破壊開始点：中央）を想定地震とし
ました。

▶問い合わせ　同課防災担当（内線282）

行田市地震ハザードマップを
改訂しました

最大震度
震度6強

最大震度
震度7

旧

新
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　市では、敬老事業の一環として、今年結婚50周年を迎
える夫婦または結婚から50年を経過した夫婦に、9月2日
㈯に教育文化センター「みらい」で開催される敬老祝賀式
典でお祝いの記念品を贈呈します。記念品の受領には、申
請が必要となりますので、次のとおり申請してください。
▶受付期間　5月1日㈪～ 6月30日㈮※期間厳守
▶対    象　 昭和42年12月31日以前に結婚した夫婦（婚

姻年月日は、挙式の日または婚姻した日どち
らでも可）※昨年までに記念品を受領してい
る方を除く

▶申請方法　 高齢者福祉課、南河原支所および各地域公民
館にある指定の申請用紙（市ホームページか
らダウンロード可）に必要事項を記入し、直
接同課に提出してください。印鑑、戸籍謄本
などは必要ありません。なお、代理申請は可
能ですが、電話による申請は受けられません。

▶問い合わせ　高齢者福祉課高齢福祉担当（内線223）

　5月12日は民生委員・児童委員の日です。市
内では現在、厚生労働大臣から委嘱を受けた146
人の民生委員・児童委員と11人の主任児童委員
が、市民の立場に立ってさまざまな相談に応じ、
相談内容に合わせて福祉サービスの紹介や、地域
の専門機関とのつなぎ役をしています。
　民生委員制度は、創設100周年という大きな
節目を迎えました。これからも社会福祉の一層の
充実、発展に向け、誰もが安心して暮らせる地域
社会づくりに取り組んでいきます。
※ 自身の地区の担当民生委員・児童委員や主任児
童委員を知りたい方は、福祉課に問い合わせく
ださい。
▶問い合わせ　 同課トータルサポート推進担当（内

線267・279）
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　地域のために活動するNPO、ボランティア、自治会など、市民の「やる気」を応援するため、助成金
を交付します。この助成金は「新たな取組応援事業」と「スタート応援事業」の２種類があり、これから活
動を始める、あるいは活動を始めたばかりのNPO法人などの基盤整備にも交付します。

▶対象団体・対象事業など　

新たな取組応援事業 スタート応援事業

対象団体
10人以上で構成され、市内に主たる事務所
を置くNPOまたは地域活動団体

市内に主たる事務所を置くNPO法人で設立後
3年以内または助成金申請後1年以内にNPO
法人格の取得を予定している団体

対象事業

新たに取り組む事業で、次に掲げるいずれか
に該当するもの
（1） 子育て、教育、福祉などの“ひとの元気”

事業
（2） 支え合い、防犯、防災などの“地域の元気”

事業
（3） 観光、国際、環境、文化、歴史などの“ま

ちの元気”事業

活動開始期における広報活動、人材育成、備品
購入などの基盤整備事業

対象経費

事業に直接的に係る経費。ただし、次に掲げ
る経費は交付対象外。
（1）団体の事務費などの経常的経費
（2）団体の事務所などを維持するための経費
（3） 団体の構成員による飲食費、交通費およ

び宿泊費
（4）団体の構成員に対する人件費および謝礼
（5） その他助成することが適当でないと認め

れる経費

活動開始期の基盤整備に係る経費（備品購入し
た場合は、NPO法人格取得後、特定非営利活
動促進法第32条の規定に従うこと）。ただし、
次に掲げる経費は交付対象外。
（1）団体の事務費などの経常的経費
（2）団体の事務所などを維持するための経費
（3） 団体の構成員による飲食費、交通費および

宿泊費
（4）団体の構成員に対する人件費および謝礼
（5） その他助成することが適当でないと認めら

れる経費

交付上限額 100,000円 50,000円

交付制限 1団体につき1年度1事業 1団体につき1回のみ

▶対象期間　助成を実施する当該年度の交付決定日から同年度2月末日まで
▶助 成 率　2分の1
▶申請方法　助成金の交付を希望する団体は、事業提案をし、採択後に助成金申請をしてください。
▶提案受付期限　【第１期】 6月30日㈮　【第２期】 8月31日㈭　【第３期】 10月31日㈫　【第４期】 12月28日㈭
　　　　　　※ただし、予算がなくなり次第、終了となります。
▶提案受付方法　 地域づくり支援課で配布している提案書（市ホームページからダウンロード可）に必要事項を記入

の上、添付書類と共に持参、郵送、Eメールのいずれかの方法で提出してください。
　　　　　　【持参・郵送】〒361―8601 行田市本丸2―5 行田市地域づくり支援課
　　　　　　【Eメール】chiikizukuri@city.gyoda.lg.jp
▶採択事業の決定　 行田市市民公益活動推進委員会による審査結果を踏まえ、可否を決定します。また、審査結果は、

全ての団体に通知します。
▶問い合わせ　同課協働推進担当（内線253）

市民活動やる気応援助成制度をご活用ください金婚夫婦に記念品を贈呈します 地域の身近な相談相手
民生委員・児童委員

～民生委員制度創設100周年～

薬局で健康チェック
～あなたの肺の健康状況が一目で分かります～

　禁煙サポーター薬局では、簡易測定器（スモーカーライザー）を使った呼気中の一酸化炭素濃度の測定により、
ひと目で肺の健康状態が分かります。さらに、薬剤師らによる禁煙や受動喫煙についての適切なアドバイスを
受けることができます。
　費用は無料でどなたでも相談できますので、禁煙に興味をお持ちの方は、ぜひ禁煙サポーター薬局を訪れて
ください。

禁煙サポーター薬局一覧

　世界禁煙デーは、たばこを吸わないことが一般的な社会習慣となるよう1987年にWHO （世界保健機
関）が制定した禁煙を推進するための記念日です。日本では、5月31日から6月6日までの1週間を禁煙週
間と定めています。

▶問い合わせ　同センター健康づくり支援担当☎553―0053

5月31日は世界禁煙デーです

薬局名 所在地 電話番号

アイン薬局行田店 持田393―4 553―0354

アイン薬局行田新店 持田421―1 564―6140

加村薬局 本丸2―62 556―2473

かもゐ漢方薬局 行田8―5 556―2209

さくらヶ丘調剤薬局 小見1399―6 553―5211

トーア薬局 長野1263―7 556―1402

土橋薬局 桜町2―25―13 556―2226

薬局名 所在地 電話番号

パルシィー薬局行田長野店 長野2―29―38 556―4193

フジイ薬局 若小玉111―1 554―5482

ふじみ薬局 富士見町2―3―8 564―1616

フレンド薬局 宮本16―24 501―8661

ミキ薬局埼玉行田店 佐間1―27―3 555―3191

薬局アポック行田店 富士見町2―17―1 564―1200

よつば薬局 富士見町2―1―12 552―1193
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　市では、市民の健康づくりの取り組みを支援するため、医療機関で禁煙外来治療を受ける方を対象に、その
掛かった費用の一部を助成しています。健康保険などを使った禁煙外来治療では、一般的に3カ月間で5回程
度の診察を受けます。診察では、禁煙補助薬の処方を受ける他、呼気の検査が行われたり、禁煙状況に応じて
医師のアドバイスを受けたりすることができます。なお、費用は総額で平均20,000円程度です。

▶対    象　次の要件を全て満たしている方
　・医療機関による禁煙外来治療を希望する満20歳以上の市民（治療開始前の方）
　・禁煙外来治療の受診が初回受診であること
　・市税および国民健康保険税の滞納がないこと
▶助成内容　

診療形態 助成対象経費 助成率 上限額

保険治療 医療費および薬剤費
に関する本人負担額 10分の10 10,000円

保険外治療 薬剤費 2分の1 10,000円
　※予算の範囲内での補助となります。
▶禁煙外来治療を実施している市内医療機関（50音順）　

医療機関名 所在地 電話番号
池畑クリニック 宮本16―1 556―2295
行田中央総合病院 富士見町2―17―17 553―2000
松原医院 長野1―31―10 553―6700
南川げんきクリニック 小見1400―1 554―8835
吉田記念山本クリニック 埼玉4719 558―3507

▶申請方法　医療機関を受診する前に、保健センターへ申請書を提出してください。
▶問い合わせ　同センター健康づくり支援担当☎553―0053
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　高齢になり、介護や医療が必要
になっても、住み慣れた地域で暮
らしていくことができるように、
地域包括支援センターや介護支援
専門員、介護サービス事業者、民
生委員、自治会などの関係者が高
齢者の支援を話し合うための場が
「地域ケア会議」です。
　今年度、本市では国と県の支援
を受け「自立支援型地域ケア会議」
を実施することになりました。自
立支援型地域ケア会議は、介護や
生活支援の他、リハビリや医療の
専門職と連携し、高齢者の心身の
状態を改善・重症化防止をしてい
くための支援について検討を行う
ものです。
　この会議は、人生の最期まで住
み慣れた地域で暮らしていける「地
域包括ケアシステム」の構築に向け
た取り組みの一環となります。
▶ 問い合わせ　高齢者福祉課地域
包括ケア担当（内線338・278）

　市内には、埼玉古墳群や忍城址など観光資源が多
数点在しています。このたび、これらの観光資源を
有機的に結びつけることにより、観光客による市内
の回遊性を向上させることを目的とした、行田市観
光周遊アプリ「たびなび行田」ができました。アプリ
は「App Store」または「Google play」からダウン
ロードしてお使いください。

▶主な機能　
　・3つの観光テーマごとに紹介する「コース」機能
　・目的の観光スポットまで案内する「ナビ」機能
　・ ネット環境がなくても地図を閲覧することがで

きる「オフラインマップ」機能
　・ 行田市オリジナルのフォトフレームで写真撮影

ができる「記念写真」機能
　・市内イベント・トピック情報の配信
▶ 「たびなび行田」紹介ページ　
　http://geoalpha.jp/tabinavi/
▶ そ の 他　アプリのダウンロードは無料ですが、
通信料は利用者の負担となります。

▶問い合わせ　商工観光課観光担当（内線382）

　市ではこれまで、行田エコタウン創出の一環として、電気自動車の普
及に貢献するため、市内の公共施設に急速充電スタンドを設置し、無料
でご利用いただいていました。
　このたび、市内外の急速充電スタンドの設置状況や運用状況などを総
合的に勘案し、有料化を実施することとなりましたのでお知らせします。
▶有料化開始日　10月1日㈰
▶設置場所　市役所、教育文化センター「みらい」、行田グリーンアリーナ
▶使 用 料　1回500円（30分を限度）
▶問い合わせ　環境課環境政策担当☎556―9530

　現在、児童手当を受給している方は、6月中に「児童
手当現況届」の提出が必要となります。該当する方には、
現況届提出の案内を送付しますので、必ず6月中に提出
してください（公務員の方は、勤務先で手続きを行って
ください）。

▶ 受付日時　6月12日㈪～ 30日㈮午前9時～午後5時
（土曜日を除く）※日曜日は正午まで
▶ 受付場所　市役所１階ロビー、南河原支所
▶ 対    象　中学生までのお子さんを養育している方
　※ お子さんが施設に入所している場合や里親などに預

けられている場合は、その施設の設置者や里親など
▶持 ち 物　
　・現況届
　・印鑑（朱肉を使用するもの）
　・ 受給者本人の健康保険証の写し（厚生年金加入者の

み）
　・ 受給者および支給対象児童の在留カードまたは外国

人登録証の写し（在留カードまたは外国人登録証を
お持ちの方）

　・ 平成29年度所得課税証明書（平成29年1月2日以
降、本市に転入された方のみ）※平成29年1月1日
時点で住んでいた市町村の税務担当課でお取りくだ
さい。

▶ 支給金額　【3歳未満】月額15,000円
　 【3歳以上小学校修了前】月額10,000円（第3子以降は
15,000円）
　【中学生】月額10,000円
▶ 所得制限　所得金額が基準額を超える場合は、児童1
人につき月額5,000円となります。
▶ 注    意　現況届の提出がない場合は、6月分以降の
児童手当を受給することができません。
▶そ の 他　郵送による提出も可能です。
▶問い合わせ　子ども未来課給付担当（内線292）

　5月1日から6月30日まで、「不
正大麻・けし撲滅運動」期間です。
大麻は法律で栽培、所持などが禁止
されています。けしには法律で栽培
が禁止されている種類があります。
大麻や栽培してはいけないけしを発
見したら、保健所まで連絡してくだ
さい。
▶問い合わせ　 加須保健所☎0480―

61―1216

国・県モデル事業
「自立支援型地域ケア会議」

を実施します

電気自動車用急速充電スタンドが
有料になります

中学生までのお子さんを
育てている皆さんへ
児童手当現況届の提出を

お願いします

不正大麻・けし撲滅運動

行田名物！ながちか体操
　ストレッチ体操・筋力アップ体
操・リズム体操・口の体操の4つ
の動きで構成された行田オリジナ
ルの体操をしましょう。

日　　時 場　所

6月14日㈬午前10時 太井公民館

熱く楽しく♪カーレット
　カーレットとは、氷上のカーリ
ングを室内で机の高さでできるよ
うアレンジしたものです。楽しく
体と脳を動かしましょう。

日　　時 場　所

6月6日㈫午前10時30分 須加公民館

6月13日㈫午前10時 持田公民館

シャキっと脳を鍛えよう！
　脳はたくさん使うと活性化され
ます。楽しみながら認知症を予防
しましょう。

日　　時 場　所

6月1日㈭午前9時30分 佐間公民館

6月6日㈫午後2時 下忍公民館

6月15日㈭午前10時 前谷農村センター

筋力アップのコツ伝授！
　転倒を予防するための筋肉を付
け、バランス感覚を養いましょう。

日　　時 場　所

6月8日㈭午前10時 星河公民館

▶対    象　市内在住の65歳以上の方
▶問い合わせ　高齢者福祉課地域包括ケア担当（内線278）

　「今は元気だから介護予防なんて必要ない」と思っていませんか。生き
生きと楽しく暮らしていけるよう、元気なときから予防しましょう。なお、
はつらつ教室は平成30年2月まで各地域公民館などで開催しています。

はつらつ教室

あなたの禁煙チャレンジを応援します

に参加してみませんか

スマートフォンで
二次元バーコード
を読み取り、ご覧
ください。

「たびなび行田」
メニュー画面

ご活用ください
行田市観光周遊アプリ
「たびなび行田」
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がんばる中小企業・事業者の皆さんを応援します
　地域経済と雇用を支える多くの中小企業・事業者の皆さんが、変化の多い時代を成長のチャンスと
捉えて挑戦し、将来にわたって経営を維持していただくことが、地域の発展につながります。
　市では、そうした成長意欲のある中小企業・事業者の皆さんを重点的に支援する制度を「エコノミッ
ク・ガーデニング事業」の一環として継続して進めています。

補助金制度をご活用ください
▶補助内容

名称 内容 補助割合・交付限度額

　事業拡大設備投資補助金
事業の高度化、競争力の強化を図るための新
たな設備投資に対する補助金　
※セミナーを2回以上受講することが条件

対象経費の2分の1を限度
上限交付額：300万円
下限交付額：50万円

　就業規則等策定補助金
従業員の子育てを支援する制度を含む就業規
則などの策定および改定のための経費に対す
る補助金

対象経費の2分の1を限度
上限交付額：10万円

　求人合同説明会・ビジネス交流
　会等出展補助金

従業員の確保を目的とする求人説明会や、販
路拡大のための交流会・商談会などへの出展
経費に対する補助金

対象経費の2分の1を限度
上限交付額：5万円
※年度内3回まで申請可

　事業所ホームページ立ち上げ
　支援補助金

ホームページを開設していない事業者が、外
部に依頼して新たに作成するための経費に対
する補助金

対象経費の3分の2を限度
上限交付額：2万円

　従業員資格取得補助金 市内企業で働く市民を対象に、指定された資
格の試験受験料に対する補助金

対象経費の全額
※年度内3回まで申請可

経営革新セミナーを開催します
　新たな事業展開を考えている企業を対象に、売上拡大や利益増加に役立つセミナーを開設します。

　 期日 テーマ

第1回 6月8日㈭ 新製品、新サービス開発セミナー

第2回 6月23日㈮ 経営計画セミナー（販路拡大編）

第3回 7月6日㈭ 経営計画セミナー（資金繰り編）

▶時　　間　午後2時～４時
▶場　　所　商工センター 403研修室
▶参 加 費　無料
▶主　　催　行田商工会議所
▶申し込み　同会議所で配布する申込書に必要事項を記載の上、直接提出してください。
▶問い合わせ　補助金については商工観光課産業振興担当（内線384）、セミナーについては行田商工会議所☎556―4111

エコライフDAY2016冬の結果をお知らせします
　エコライフDAYとは、省エネ・省資源など環境に配慮した一日を送り、簡単なチェックシートで温
室効果ガスである二酸化炭素の削減量を把握し、ライフスタイルを見直すきっかけを作る取り組みです。
　市では市内の小・中学生とその家族に協力をいただき、平成28年12月12日から18日の期間内の一
日について実施しました。また、エコライフDAY実施の募集をしたところ、4団体（二持田第一自治会、
二谷郷新田自治会、持田西自治会、ものつくり大学）から応募があり、それぞれ期間を設定し、実施し
ていただきました。
　今回のエコライフDAYにより削減できた二酸化炭素の量は2,553,439グラムとなりました。これは
約1,083リットルのガソリンを燃焼させたときに排出する二酸化炭素の量と同じです。

     ご利用ください 勤労者住宅資金
▶対象　次の全てを満たしている方
　・ 市内に居住、またはこれから居住しよ
うとする勤労者の方

　・同一事業所に2年以上勤務している方
　・20歳以上51歳未満の方
　・ 世帯の月収が返済月額の5倍以上ある
方で、返済しながら生活できる方

　・市税の滞納がない方
▶ 問い合わせ　商工観光課産業振興担当（内
線383）または中央労働金庫熊谷支店羽
生出張所☎561―8011

　市内に居住するために土地や建物を購入する勤労者の方に対し、必要な
資金の貸し付けを行っています。
▶貸し付け内容　　　

　 有担保 無担保
貸付金額 1,000万円以下 300万円以下
貸付利率 変動2.115パーセント 固定 1.10パーセント

貸付期間 25年以内（300万円以下の融資は15
年以内） 10年以内

保　　証 ㈶埼玉県労働者信用基金協会の保証、ま
たは弁済能力のある連帯保証人1人以上

㈶埼玉県労働者信用
基金協会の保証

　本市には埼玉古墳群、古代蓮、忍城址、足袋、田
んぼアート、わらアート、フライ・ゼリーフライな
ど古代から現代に至るまで全国に誇れる多くの地域
資源があります。これらの多彩な地域資源をたくさ
んの人々に知ってもらうため、自らの希望する分野
で大使となり、行田の魅力をPRしてみませんか。

▶ 内容　行田市観光協会へ申請することで、「ふるさ
と行田魅力PR大使 ○○大使」と名乗ることがで
きます。「○○」の部分は、申請者が命名できます。

▶対象　市内に住所を有する方
▶任期　申請のあった日から2年間
▶ 申し込み　行田市観光協会で配布している「ふる
さと行田魅力PR大使登録申請書」に必要事項を記
入の上、持参または郵送で提出してください。

　【持参・郵送】〒361―8601　行田市本丸2―5
　行田市観光協会
▶ 問い合わせ　同協会事務局（商工観光課内・内線
382）

ふるさと行田魅力PR大使
を募集します

　行田市観光協会は、行田の魅力を広
く発信し、市の活性化に寄与する活動
を行っています。
　この観光協会の活動を通じて「元気
な行田」をつくるため、観光協会の会
員となって応援してくださる個人・法
人・団体を募集します。

▶特典
　・ 観光客からの問い合わせに対する

会員の紹介
　・テレビ、ラジオ、雑誌などの取材に対する会員の紹介
　・観光協会ホームページにおける会員（店舗）の紹介
　・観光協会ホームページと会員情報掲載ページとのリンク
　・観光案内所における会員作成パンフレットの提供
　・観光情報館「ぶらっと♪ぎょうだ」への商品の出品
▶ 年会費　１口２,000円
　【個人】１口以上【法人・団体】５口以上
▶問い合わせ　同協会事務局（商工観光課内・内線382）

行田市観光協会の会員になって 
本市の観光を応援してみませんか

参加区分※1 参加数(人) 二酸化炭素削減量(g) 一人あたりの削減量(g)

小学5年生
児童 　532 　311,684 　586

家族、教職員 　725 　419,246 　578

中学2年生
生徒 　598 　632,000 1,057

家族、教職員 　163 　173,328 1,063

一般 ※2 　525 　514,131 　979

市役所 職員など 　576 　503,050 　873

合　　　計 3,119 2,553,439 　819

　※1 参加区分によってチェック項目が異なります。
　※2 一般は4団体（二持田第一自治会、二谷郷新田自治会、持田西自治会、ものつくり大学）の合計です。
　　　団体別の詳細は市ホームページに掲載しています。

▶問い合わせ　環境課環境政策担当☎556―9530
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環境調査結果をお知らせします

　生活環境の美化を図るため、全市民
参加の市内一斉清掃（ごみゼロ運動）を
行いますので、各地区衛生協力会会員
の皆さんのご協力をお願いします。

▶ 日時　5月21日㈰午前8時～ 10時
※悪天候の場合は28日㈰
▶ その他　悪天候などにより中止する
場合は午前6時30分に防災行政無
線でお知らせします。
▶ 問い合わせ　環境課環境業務担当
　☎556―9530

ごみゼロ運動を
実施します

　市では毎年、河川の水質および底質、大気および土壌中のダイオキシン類に関する調査を実施して
います。平成28年度の結果は次のとおりです。

1．河川の水質（年平均値）
　【調査日】平成28年5月24日、8月17日、11月9日、平成29年2月13日
　【結　果】長野落のBODは環境基準値を超えていましたが、それ以外は環境基準値を下回りました。

測定地点 pH BOD（㎎/ℓ） SS（㎎/ℓ）
新忍川 7.6 3.3 14

長野落 7.7 　　  11.0  23

北河原用水 7.6 3.4 11

左幹線用水路 8.2 4.6 18

酒巻導水路 8.0 2.7 13

環境基準値 6.5～8.5 5以下 50以下

2．河川の底質
　【調査日】平成29年2月2日
　【結　果】底質を除去しなければならない基準である「底質の暫定除去基準」を下回り、良好な結果となりました。

・ pH（水素イオン濃度指数）：酸性か
アルカリ性かの指標、7が中性

・BOD（生物化学的酸素要求量）：
　有機物汚濁の指標
・ SS（浮遊物質）：水中に漂ってい
る固形物質の量

※ 測定は年4回、各河川の上流・
中流・下流で行っており、左記
の結果は各河川の年間平均値で
す。なお、測定結果の詳細は市
ホームページで公表しています。

測定地点 総水銀(mg/kg(dry)) ポリ塩化ビフェニル(mg/kg(dry))

長野落
上流 0.03 0.01未満
中流 0.12 0.01未満

北河原用水
上流 0.09 0.01未満
中流 0.07 0.01未満

底質の暫定除去基準 25以下 10以下

3．大気中のダイオキシン類
　【調査日】［夏季］平成28年8月23日～ 30日　　［冬季］平成28年12月9日～ 16日
　【結　果】環境基準値を下回り、良好な結果となりました。

調査地点 ダイオキシン類濃度(年平均値)（pg-TEQ/㎥）
行田市役所 0.024

南河原支所 0.032

太田公民館 0.029

環境基準値 0.6以下

4．土壌中のダイオキシン類
　【調査日】平成28年8月23日
　【結　果】環境基準を下回り、良好な結果となりました。

調査地点 ダイオキシン類濃度（pg-TEQ/g）
見沼元圦公園 6.9

深水公園 1.4

一般廃棄物処理施設建設用地 1.1

環境基準値 1,000以下

　市では河川の汚染防止対策として、合併処理浄化槽の設置や適
正使用の推進をしています。また、ダイオキシン防止対策として、
野焼きに対する指導を行っています。

▶問い合わせ　環境課環境政策担当 ☎556―9530

　忍藩士の家に伝来した刀や脇差をはじめ、郷土
博物館が収蔵する刀剣を一堂に展示します。

▶ 期間　6月4日㈰まで（5月1日を除く毎週月曜
日と5月26日㈮は休館）
▶ 開館時間　午前9時～午後4時30分（入館は午
後4時まで）
▶場所　郷土博物館企画展示室
▶ 入館料　【一般】200円【大学・高校生】100円
【小・中学生】50円
　※団体割引あり
▶問い合わせ　同館☎554―5911

収蔵品展　館蔵刀剣展

　7月29日㈯・30日㈰の2日間、行田の夏を彩る
第24回行田浮き城まつりが開催されます。行田浮
き城まつり実行委員会では、祭りの企画・運営準
備作業に携わってくださる実行委員を募集します。
個人・グループに関わらず、興味のある方はぜひ
ご参加ください。一緒に行田の夏を盛り上げましょう。

▶ 申し込み・問い合わせ　行田浮き城まつり実行
委員会松井☎080―3150―7282

～行田の夏を盛り上げよう～
第24回市民祭「行田浮き城まつり」
ボランティアを募集します

　郷土博物館学芸員が講師となり、江戸時代の行田
市域に関係する古文書を用いて古文書解読講座を行
います。

▶日程およびテーマ

　  平成29年度古文書講座　
　　   ～はじめての古文書～
　　　　　　　を開催します

　 期　日 テーマ

第１回 6月17日㈯ 古文書ことはじめ

第２回 7月1日㈯ はじめての武家文書

第３回 7月15日㈯ はじめての村方文書

第４回 7月29日㈯ はじめての町方文書

▶時間　午後2時～ 3時30分
▶場所　郷土博物館講座室
▶ 対象　全4回とも参加できる方で、古文書を初めて
読む方

▶定員　40人
▶ 申し込み・問い合わせ　電話で郷土博物館☎554
―5911

町年寄御用日記（郷土博物館所蔵）

シルバー人材センターからのお知らせ
草刈作業、各種施設の管理、工場の軽作業、塗装、
簡単な大工仕事、屋内外の掃除、家事援助、観光
ガイド、パソコンのセットアップ、ふすま･障子･
網戸の張り替えなど
▶ 問い合わせ　同センター☎556―5221

会員になって、生きがい・仲間を見つけませんか
　長年培った知識や技術を生かして地域に貢献した
い方、健康維持のために体を動かしたい方の応募を
お待ちしています。

▶ 対象　市内在住で、健康で働く意欲のある60歳以
上の方

▶ 入会説明会　毎月第1・第3木曜日の午前10時～
11時、行田市シルバー人材センター（旭町13―
24）で開催しています。なお、5月の開催は18日
のみとなります。

その仕事、シルバー人材センターにお任せください
▶ 仕事の一例　植木の剪

せんてい
定、簡単な農作業、草取り、

住宅用火災警報器の
取り付け・取り替え
も行います

屋外での作業は、季節による混
み具合や天候などに左右されま
すので、お待ちいただくことが
あります。ご了承ください。
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さしあげます

ゆずってください

▷学習机（木製・椅子なし）　▷リクライニングソファー
（1人掛け用）　▷画材など　▷ベッド（木製・シングル）　
▷電気スタンド　▷芝刈り機　▷全自動洗濯機　▷人台
（着付け用）　▷ダイニングセット（テーブル・椅子4脚）
▷コーナー用テレビ台（戸棚付き）　▷ベッド（介護用）

▷自転車（大人用）　▷自転車（子ども用12インチぐらい）　
▷石油ファンヒーター　▷炊飯器　▷茶釜　▷石油ス
トーブ　▷湯沸かし器（プロパン用）　▷電子ピアノ

不
用
品
情
報（
無
料
）

放射線量の測定値

談相種各 （5月15日～6月14日）

相　　談 場　　所 期　　　　日 時　　　間 問い合わせ

法律(予約制） 産業文化会館
2階会議室

5月23日㈫ ※ 予約はその月の１日
から(土・日曜日、祝
日の場合は翌日）

午前9時20分～正午

地域づくり支援課
（内線252）

6月8日㈭ 午後1時40分～ 4時20分

行政機関に対する
意見・要望

産業文化会館
2階会議室 5月15日㈪　 午後1時30分～ 3時30分

消費生活
多重債務 市役所 毎週月～金曜日(祝日を除く） 午前9時30分～午後3時

30分

結婚 VIVAぎょうだ 6月4日㈰　 午前10時～正午
NPO法人行田結婚
支援センター☎090
―2416―9692

不動産 市役所 5月17日㈬　 午前9時～正午
公益社団法人埼玉県宅地
建物取引業協会北埼支部
☎562―5900

  相続、遺言、離婚、
  日常生活の困り事 VIVAぎょうだ 6月14日㈬※予約制 午後1時～ 5時

(受け付けは午後4時まで)
埼玉県行政書士会埼北
支部☎554―2702

夫婦関係・DVなど
（予約制） VIVAぎょうだ

毎週木・土曜日　
※ 各土曜日は市内在住の方を対象に電話
相談も受け付けます。

午後1時～４時
(電話相談は午後1時～ 2時)

VIVAぎょうだ
☎556―9301

内職 市役所 毎週月～金曜日(祝日を除く） 午前9時～午後5時 商工観光課
（内線383）

人権
VIVAぎょうだ 6月1日㈭ 午前10時～午後3時 人権推進課

（内線221）忍・行田公民館 6月14日㈬ 午後1時30分～ 3時30分

税務(予約制）
関東信越税理
士会行田支部
（市役所前）

毎週水曜日(祝日を除く)※予約受け付け
は毎週月・水・金曜日(祝日を除く)の午前
10時30分～午後3時30分

午後1時～ 4時
関東信越税理士会
行田支部
☎554―1411

水道料金の
夜間納付 水道庁舎（前谷） 5月23日㈫、6月6日㈫ 午後5時15分～ 7時 水道課

☎553―0131

・測定箇所　行田消防署本署地内　・測定高　１メートル
4月16日㈰  午前9時 0.07マイクロシーベルト(晴れ)　午後3時 0.07マイクロシーベルト(晴れ）

今月の納税
固定資産税・都市計画税 ・・・・・1期
軽自動車税 ・・・・・・・・・・・全期

　　　納期限　5月31日㈬
市税の納付には、｢安心！確実！便利！｣な
口座振替をご利用ください。

水道週間ポスターを
展示します

　平成29年度水道週間ポスターコンクールに応
募いただいた市内小・中学生の作品を展示しま
す。ぜひ、ご覧ください。

▶ 日時　6月1日㈭～ 7日㈬午前9時～午後9時
※月曜日は休館
▶場所　「みらい」談話コーナー
▶問い合わせ　水道課管理担当☎553―0131

　市では、一般廃棄物（ごみ）処理基本計画の策定について審議
していただく「行田市資源リサイクル審議会委員」を募集します。

▶ 応募資格　満20歳以上の市内在住・在勤・在学の方で、平日
昼間行う審議会（年3回程度）に出席できる方。ただし、次に
掲げる方は応募できません。

　⑴応募日現在、すでに本市の委員会などの委員の職にある方
　⑵市職員および市議会議員
▶応募人数　3人
▶任期　委嘱してから答申が終了するまで
▶ 応募方法　5月31日㈬（必着）までに、住所、氏名、生年月日、
性別、電話番号、勤務先（または学校名）を明記の上、応募理
由および市のごみ行政に関する考え（800字程度）を記入した
書類（様式自由）を持参または郵送により提出してください。

　 【持参・郵送】〒361―0031 行田市緑町13―12 行田市環
境課

▶ 選考方法　書類審査の上、決定します。なお、結果は全員に
お知らせします。

▶問い合わせ　環境課環境業務担当☎556―9530

行田市資源リサイクル審議会
委員を募集します

　オオキンケイギクは、5月下旬から7月にかけて
道端や河原などで鮮やかな黄色の花をつけますが、
きれいな花だからといって、自宅の庭や花壇に植え
ては絶対にいけません。
　オオキンケイギクは、日本の生態系に重大な影響
を及ぼす恐れがある植物として「特定外来生物」に
指定され、栽培・運搬・販売などが禁止されています。
　庭などに生えているのを見かけたら、次の方法で
駆除してください。

【駆除の方法】
⑴オオキンケイギクを根から抜き取る。
⑵2日程度天日干しをして、完全に枯死させる。
⑶燃えるごみとして、廃棄する。
　
オオキンケイギクの特徴
○ 花は黄橙色で品種によっては根元部分のみが紫褐
色。先端が4～ 5回不規則に分かれている。八重
の品種もある。花の直径は5～ 7センチメートル。
○ 葉は対生（茎の１つの節に2枚向かい合って付く
こと）で、細長いへら状。葉の両面に荒い毛が生
えており、葉の周りは滑らか。葉の横幅は一番大
きい部分で1センチメートル程度。
○草丈は30～ 70センチメートル。

▶問い合わせ　環境課環境政策担当☎556―9530

オオキンケイギクに
ご注意ください

オオキンケイギク

緑のカーテンでエコライフ
　「緑のカーテン」とは、ツル性の植物で作る自然のカーテン
のことです。育てて収穫する楽しみに加え、窓から入る日差
しを遮ることができるので、節電対策にも効果的です。
　市では、地球温暖化対策の一環として、家庭などでの緑の
カーテン設置を推進するために「苗の配布」および「緑のカー
テンコンテスト」を実施します。皆さんも緑のカーテンでエ
コライフを始めてみませんか。

緑のカーテン用苗の配布
▶日時　5月21日㈰
　【整理券配布】午前8時
　【苗 の 配 布】午前8時30分～午前10時
▶配布場所　産業文化会館南側芝生広場
　※行田軽トラ朝市会場で配布します。
▶ 配布する植物　1世帯につきゴーヤ・白ゴーヤの苗　各1
株
▶対象　市内在住の方（先着200世帯）
▶その他
　・必ず緑のカーテンを設置してください。
　・ 設置に必要なネットや肥料などは、各自で用意してくだ

さい。
　・電話などでの予約は受け付けません。
　・本市の緑のカーテンコンテストに応募してください。

緑のカーテンコンテスト
▶ 応募資格　市内の住宅、事業所などにツル性植物による緑
のカーテンを平成29年4月以降に設置している方　
▶募集時期　9月上旬～下旬
▶ 応募および審査方法　設置した最盛期の緑のカーテンを撮
影していただき、それを基にカーテンの生育状況、効果、
創意工夫などについて総合的に審査を行います。
▶表彰　【家庭の部】5点　【団体の部】3点
　※入選者には賞状および記念品を贈呈します。
▶ その他　募集開始日や応募方法などは「市報ぎょうだ」8月
号でお知らせします。
▶問い合わせ　環境課環境政策担当☎556―9530
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・診療科目……内科、小児科、外科
・診療時間……午前10時～午後５時
　※ 医療機関が変更されることがありますので、事前

に問い合わせください。
・清幸会行田中央総合病院　☎553―2000
・壮幸会行田総合病院　☎552―1111
◇ 夜間などの急病やけがで受診できる医療機関を知りたいとき
・行田市消防署　☎550―2123
・ 埼玉県救急医療情報センター　☎048―824―4199
◇埼玉県小児救急電話相談「♯8000」
・ 県内どこからでも「♯8000」をプッシュすると相談
窓口につながります(携帯電話可)。
・相談時間【月～土曜日】午後７時～翌日午前７時
　　　　　  【日曜日、祝日】午前７時～翌日午前７時
◇埼玉県大人の救急電話相談「♯7000」
・ 県内どこからでも「♯7000」をプッシュし、音声ガ
イダンスに従ってボタン１を押すと相談窓口につ
ながります(携帯電話可)。
・相談時間【月～土曜日】午後6時30分～ 10時30分
　　　　　  【日曜日、祝日】午前9時～午後10時30分

休日急患診療
期　日 医療機関名 期　日 医療機関名

5月21日（日) 清幸会行田中央総合病院 6月 4日（日） 壮幸会行田総合病院

5月28日（日) 壮幸会行田総合病院 6月11日（日)) 清幸会行田中央総合病院
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乳幼児健診
健 診 名　 １歳６カ月児健診、２歳児歯科健診、３歳

児健診
そ の 他　 転入されたお子さんで、前住所地で受診して

いない方は保健センターにご連絡ください。

離乳食教室（初期）（要申し込み）
日　　時　 6月13日㈫午前10時30分～ 11時30分
　　　　　（午前10時15分から受け付け）
対　　象　4～ 6カ月のお子さんとその保護者

離乳食教室（中期）（要申し込み）
日　　時　 6月14日㈬午前10時30分～ 11時30分

（午前10時15分から受け付け）
対　　象　7～ 8カ月のお子さんとその保護者

乳幼児相談（要申し込み）
日　　時　 5月15日㈪、6月1日㈭午前9時30分～

11時30分
対　　象　就学前のお子さんとその保護者

※いずれも場所は保健センター

子どもの健康

期　　日　5月26日㈮
受付時間　午前9時30分～ 10時
場　　所　保健センター
内　　容　 身体測定、幼児期を迎える準備の話（予防

接種、栄養、育児、歯科保健など）、赤ちゃ
んとの遊びの紹介、運動発達・食事（離乳食）

　　　　　・育児などの相談　
対　　象　 平成28年7月生まれのお子さんとその保

護者
　　　　　※対象者には通知します。

10カ月児相談

日　　時　 5月23日㈫午後1時15分～ 4時（午後1
時から受け付け）

場　　所　保健センター　　
内　　容　妊娠中の栄養の話、沐

もくよく
浴、フリートーク

対　　象　妊婦とその家族
定　　員　20人(先着順)
注　　意　 安定期に入った妊娠中・後期（16週～ 34週）

の参加をお勧めします。
申し込み　 5月19日㈮までに直接または電話で保健

センター

ママ・パパ教室

　4カ月児健診を受診する際に必要な受診票の配布、
健診の受診方法、予防接種や育児に関する説明などを
行います。

日　　時　 5月25日㈭午前10時30分～ 11時30分
（午前10時から受け付け）

場　　所　保健センター
対　　象　 平成29年3月生まれのお子さんとその保

護者
　　　　　※対象者には通知します。
そ の 他　申し込みは不要です。

赤ちゃんクラス

　歯周病を予防して、いつまでも自分の歯を元気
に保ちましょう。

期　　間　6月1日㈭～平成30年2月28日㈬
内　　容　 口

こうくう
腔内検査（現在歯・喪失歯・歯肉の

状況）、口腔清掃状態の診査
対　　象　次に該当する方
　昭和52年4月2日～昭和53年4月1日生まれ
　昭和47年4月2日～昭和48年4月1日生まれ
　昭和42年4月2日～昭和43年4月1日生まれ
　昭和37年4月2日～昭和38年4月1日生まれ
　昭和32年4月2日～昭和33年4月1日生まれ
　昭和27年4月2日～昭和28年4月1日生まれ
　昭和22年4月2日～昭和23年4月1日生まれ
　※歯周疾患で治療中の方は対象外です。
　※ 40歳、50歳、60歳、70歳の方へ節目検診

として「歯周病検診のおススメ」のはがきを
郵送します。

費　　用　 500円（70歳以上の方、生活保護受給中の
方、特定中国残留邦人等で支援給付を受け
ている方、市民税非課税世帯の方は無料）
※ 市民税非課税世帯の方は、検診予定
日の2週間前までに保健センターへ
来所し申請してください。

申し込み　 5月11日㈭から窓口または電話で同
センター

歯周病検診
　がん死亡率でも上位にある胃がんの早期発見を目的と
して、胃内視鏡検診が始まります。市の実施する胃がん
検診は、胃バリウム検査と胃内視鏡検査のどちらかの方
法を選べるようになりました。

期　　間　6月1日㈭～平成30年2月28日㈬
内　　容　問診、胃内視鏡検査 ※年度内で１回のみ受診可
対　　象　 40歳以上の方（平成30年3月31日現在）
　　　　　※胃がんで治療中の方を除く
費　　用　 3,000円（生活保護受給中の方、特定中国残留

邦人等で支援給付を受けている方、市民税非
課税世帯の方は無料）

　　　　　※ 70歳以上の方も費用がかかりますので、ご
注意ください。

　　　　　※ 市民税非課税世帯の方は、検診予定日の２
週間前までに印鑑を持参し保健センターで
手続きをしてください。

申し込み　5月11日㈭から電話で実施医療機関

胃内視鏡検診

赤井胃腸科　　　　553―2233 栗原医院　　　　   556―2272
いわね内科クリニック   554―1313 小林内科医院　      552―0362
川島胃腸科　　　   553―0001 ハピネス診療所      559―0082
行田協立診療所　　556―4581 松原医院　　　　   553―6700
壮幸会行田総合病院   552―1111 やまかわ内科クリニック  564―1488

　　　　　　　　　   553―2426  行田中央総合病院
健康管理センター

実施機関名 電話番号 実施機関名 電話番号

予約開始日　5月11日㈭
集団検診

申し込み　保健センター

個別健診

平成29年度がん検診の予約を開始します
集団検診・個別検診共通
対　　象　胃がん・肺がん・大腸がん…40歳以上の方
　　　　　前立腺がん…50歳以上の男性
　　　　　子宮頚がん…20歳以上の女性
　　　　　乳がん… 40歳以上の女性（平成28年度市

の乳がん検診を受診していない方）
　　　　　　　　　※マンモグラフィー検査
費　　用
【胃 が ん 検 診】500円
【肺 が ん 検 診】200円（ 喀

かくたん
痰検査を実施した場合
300円追加）

【大腸がん検診】500円
【前立腺がん検診】500円
【乳 が ん 検 診】800円
【子宮頚がん検診】800円（ 子宮体がん検診を実施し

た場合1,000円）
費用の免除　
・70歳以上の方（昭和23年4月1日以前に生まれた方）
・生活保護受給中の方
・特定中国残留邦人等で支援給付を受けている方
・ 市民税非課税世帯の方は、検診予定日の2週間前
までに印鑑を持参し保健センターで手続きしてく
ださい。

検診名 検診日 場所

胃がん・肺がん・
大腸がん

6月7日㈬・8日㈭・27日㈫、7月3日
㈪・4日㈫・31日㈪、8月8日㈫・9日
㈬・31日㈭、9月6日㈬、11月30日㈭、
12月13日㈬ 保健

センター

乳がん・肺がん・
大腸がん

【午前検診】10月15日㈰、11月14日㈫
【午後検診】11月15日㈬、12月11日㈪

1日がん検診
（胃がん・肺がん・
大腸がん・乳がん
・前立腺がん）

9月30日(土)

総合福祉
会館
「やすらぎ
の里」

検診名 検診期間 申し込み

乳がん

6月1日㈭～
平成30年2月28日㈬

保健センター
※受診券を交付します。

子宮頸がん・大腸が
ん・前立腺がん

実施医療機関
※各世帯に配布した「保
健センターのお知らせ」
をご覧ください。
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骨粗しょう症検診
～あなたの骨は大丈夫ですか～
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◇ 「病気があるが、足が不自由で通院できない」「寝
　たきりの家族がいて床ずれが心配」などの相談
　があるとき
・在宅医療支援センター　☎553―2060
・ 相談時間　午前9時～午後5時(土・日曜日、祝日、
年末年始を除く)

◇「歯科医院への通院が困難」「訪問歯科診療を行って
　いる歯科医院が知りたい」などの相談があるとき
・在宅歯科医療推進窓口　☎080―1391―8020
・ 相談時間　午前10時～午後3時(正午～午後1
時を除く)※土・日曜日、祝日、年末年始を除く

在宅医療窓口

　高血圧や肥満などの生活習慣病は、不摂生な生
活の積み重ねで起こります。きちんと健診を毎年
受けて、自分の体の状態を知りましょう。そして、
今から将来の生活習慣病を防ぎましょう。

期　　間　6月1日㈭～平成30年2月28日㈬
内　　容　 身長・体重測定、血圧測定、血液検査、

尿検査など
対　　象　 昭和53年4月2日～平成14年4月1

日生まれの方で、職場などで健診機会
のない方（学生を除く）

費　　用　 1,000円（生活保護受給中の方、特定中
国残留邦人等で支援給付を受けている
方、市民税非課税世帯の方は無料）

　　　　　※ 市民税非課税世帯の方は検診予定日の2週間前
までに保健センターへ来所し申請してください。

申し込み　 5月11日㈭から直接または電話で同セ
ンター

ヤング健診

　骨粗しょう症とは、カルシウム不足から骨量が減少し、
骨が折れやすくなる状態のことをいいます。早めに検診
を受けて、自分の骨量を確認し、骨を丈夫にするための
きっかけづくりにしませんか。

場　　所　保健センター
内　　容　前腕のエックス線検査
定　　員　各日200人※30分ごとの時間予約制
費　　用　 500円（70歳以上、生活保護受給中の方、特

定中国残留邦人等で支援給付を受けている方、
市民税非課税世帯の方は無料）

　　　　　※ 市民税非課税世帯の方は、検診予定日の2
週間前までに同センターへ来所し申請して
ください。

持 ち 物　 健康手帳、生活保護受給中の方は生活保護受
給者証、特定中国残留邦人等で支援給付を受
けている方は本人確認証　

申し込み　5月11日㈭から電話で同センター

日　　時 対　　　象

6月22日㈭
午前9時～ 11時30分

次に該当する女性
昭和52年4月2日～昭和53年4月1日生まれ
昭和47年4月2日～昭和48年4月1日生まれ
昭和42年4月2日～昭和43年4月1日生まれ
昭和37年4月2日～昭和38年4月1日生まれ
昭和32年4月2日～昭和33年4月1日生まれ
昭和27年4月2日～昭和28年4月1日生まれ
昭和22年4月2日～昭和23年4月1日生まれ

6月23日㈮
午後1時30分～ 3時 上記生年月日以外の20歳以上の女性

肝炎ウイルス検診
　B型肝炎やC型肝炎は感染に気が付かないまま放置す
ると肝硬変や肝がんに進行する場合があります。肝炎ウ
イルス検診は、B型肝炎やC型肝炎の原因となるB型肝
炎ウイルスとC型肝炎ウイルスの有無を調べるものです。

期　　間　6月1日㈭～平成30年2月28日㈬
内　　容　血液検査
　　　　　※ 保健センターに申し込み、送付された受診票を

持参の上、指定医療機関で受診してください。
　　　　　※指定医療機関は受診票と一緒に送付します。
対　　象　 昭和53年4月1日以前に生まれた方（今まで

に検診を受けたことがある方を除く）
費　　用　 500円（70歳以上の方、生活保護受給中の方、

特定中国残留邦人等で支援給付を受けている
方、市民税非課税世帯の方は無料）

　　　　　※ 市民税非課税世帯の方は検診予定日の2週
間前までに保健センターへ来所し申請して
ください。

申し込み　5月11日㈭から直接または電話で同センター

　乳がんは、がんの中でも女性がかかる割合（罹
りかん
患

率）が高く、増加の一途をたどっています。そこで、
市では今年度から若い女性を対象にした乳がんエ
コー検診を開始します。

日　　時　 10月15日㈰午前9時～正午
　　　　　12月11日㈪午後1時～ 4時
　　　　　※いずれも30分ごとの実施
場　　所　保健センター
内　　容　問診、視触診、乳房エコー検査　
　　　　　※年度内で1回のみ受診可
対　　象　 20 ～ 39歳の女性（平成30年3月31

日現在）※乳がんで治療中の方を除く
定　　員　各日50人
費　　用　 1,000円（生活保護受給中の方、特定

中国残留邦人等で支援給付を受けてい
る方、市民税非課税世帯の方は無料）

　　　　　※ 市民税非課税世帯の方は、検診予定
日の2週間前までに印鑑を持参し同
センターで手続きをしてください。

申し込み　5月11日㈭から電話で同センター

ヤング乳がんエコー検診
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市立図書館　佐間3－24－7(「みらい」内)　ＴＥＬ：556―4227　ＦＡＸ：555―3770

開館時間　午前9時30分～午後7時
休 館 日　5月1日㈪・2日㈫・8日㈪・15日㈪・22日㈪・
　　　　　29日㈪・31日㈬、6月5日㈪・12日㈪　
　　　　　※休館中の図書の返却はブックポストをご利用ください。

　

・ 二つ（ダブル）の首相暗殺計画　西村京太郎／著
・十津川警部雪とタンチョウと釧網本線　西村京太郎
　／著
・八丁堀育ち（大活字本）　風野真知雄／著
・おいしい野菜づくり タネのとり方もわかる！　
　北条雅章／監修
・わたり鳥　鈴木まもる／作・絵
・リア友トラブル　長江優子、鎌倉ましろ／著　
　NHK「オトナヘノベル」制作班、日本放送協会／編

新　着　図　書

定例イベント✿図書館で楽しいひとときを✿

＜DVD＞
・ ホビット　思いがけ
ない冒険
・ アマデウス
・ 80日間世界一周

＜CD＞
・ 続こううたう（柴咲コウ）
・ゅ 13－14（ユニコーン）
・アダンバレエ（Cocco）

イベント名 日　　時 内　　容 対　　象 協力団体など 場　所

ボランティアによる
おはなし会

5月21日㈰午後2時
※図書館まつりの中で実施

絵本や紙芝居など 幼児・小学生

おしゃべりインコの会

図書館
おはなしの
へや

5月27日㈯午前11時 おはなしタンバリン

6月3日㈯午後2時 おはなしの会

6月10日㈯午後2時 おはなしポケット

とことこおはなし会
5月17日㈬、6月14日㈬
午前10時30分～11時
※とことこタイムで実施

絵本、手遊び、パネル
シアターなど 0歳～３歳児ぐらい

図書館職員

てくてくおはなし会 6月4日㈰
午前11時～11時30分

絵本、紙芝居、素話（ス
トーリーテリング）など ４歳児ぐらい～小学生

英語のおはなし会 6月11日㈰午前11時 英語の歌遊びや絵本の
読み聞かせ

幼児・小学生
高橋貴子さん

子ども映画会 5月20日㈯午後2時
※図書館まつりの中で実施

うっかりペネロペ　
楽しくて大忙し編 図書館職員

図書館シネマ倶楽部 5月28日㈰
午後1時30分

リバー・ランズ・スルー・
イット（洋画：124分）
出演：ブラッド・ピット、
クレイグ・シェーファー、
トム・スケリット、
ブレンダ・ブレサイン、
エミリー・ロイド他

大人を対象としてい
ますが、どなたでも
鑑賞できます

図書館職員
 「みらい」
　2階映像
　ホール

ブックスタート 5月17日㈬・24日㈬　
午前10時～正午

絵本の読み聞かせ、育
児のアドバイス、絵本
セットの手渡し

平成28年11月1日～
平成29年1月31日生
まれのお子さんとそ
の保護者
※母子健康手帳を必
ずお持ちください。

NPO法人
子育てネット行田

図書館
ミーティン
グルーム

2829

今月のおすすめの新着DVD・新着CD

図書館実験クラブを開催します
　5月・8月・12月の年3回、科学実験を行う「図書
館実験クラブ」を開催します。学校では教えてくれな
い楽しい実験をして、科学に詳しくなろう。

▶日　　時　5月21日㈰午前11時～正午
　　　　　　8月6日㈰午後2時～ 3時
　　　　　　12月3日㈰午後2時～ 3時
▶場　　所　図書館ミーティングルーム
▶対　　象　小学生（全3回参加できる方）
▶定　　員　10人（先着順）
▶申し込み　直接または電話で同館

第3回  図書館まつりを開催します
☆家族みんなで楽しもう☆

日時　5月20日㈯・21日㈰
　　　午前10時～午後４時

場所　図書館（「みらい」内と
　　　屋外でも一部実施）

①図書リサイクル市　20日・21日
　不要になった雑誌や図書（旅行・パソコン・受験関
　係）を1冊50円で販売します。

②図書館ぐるっと探検　20日午後3時、21日午前
　10時30分・午後3時
　 普段見ることのできない部屋などにもご案内します。

③子ども映画会　20日午後2時　
　 「うっかりペネロペ 楽しくて大忙し編」（上映時間30
分）を上映します。ペネロペの楽しい日常がたくさん
つまった短編集です。

④移動図書館車「よしきり号」の見学　21日※雨天中止
　 図書だけではなく、「よしきり号」の魅力もじっくり
ご覧ください。

⑤調べ学習体験をしよう！　21日午後3時
　 図書館の資料を使って、身近な疑問を解決しましょう。

⑥特別映画会―2作品同時上映―　21日午後1時
　「名作アニメシリーズ メロディタイム」（上映時間75分）
　7つの独立したアニメからなるディズニー制作の
　オムニバス映画です。
　「プロフェッショナル 仕事の流儀 漫画家 藤子・F・
　不二雄の仕事」（上映時間47分）
　国民的な漫画「ドラえもん」を残した漫画家藤子・
　F・不二雄の素顔と創作の秘密に迫ります。

⑦おはなし会　21日午後2時
　 幼児・小学生を対象に楽しい絵本や紙芝居の読み
聞かせを行います。

⑧大人のためのミニ朗読会　21日午後2時～ 3時
　毎年好評の「大人のための朗読会」を図書館まつり
　に特別編として実施します。ぜひ耳から聴く本の楽
　しさを味わいませんか。　

※ これらの他にもイベントをめぐるスタンプラリー
を行います。4つスタンプを集めるとプレゼント
があります。各イベントの詳細は館内掲示やホー
ムページをご覧ください。

▶ 日時　5月15日㈪～ 29日㈪午前8
時30分～午後5時15分（土・日曜日
を除く）
▶場所　都市計画課
▶ 内容　行田都市計画公園の変更につ
いて　

　2・2・04壱里山公園の廃止

　この都市計画案にご意見のある方
は、意見書を提出することができます。

▶意見書の提出　
都市計画課で用意してある意見書を
5月15日㈪～ 29日㈪（必着）に直接
または郵送で同課へ提出してくださ
い。
※意見書を提出できる方は、市内在
　住の方または利害関係人です。

▶問い合わせ　同課計画担当（内線5605
　・5606）

都市計画案の縦覧を
行います

耐震工事のため産業文化会館
ホールが使用できなくなります

　非構造部材（ホール天井など）の耐震工事を平成30年７月か
ら平成31年３月まで行うため、産業文化会館ホールの使用が
できなくなります（その期間の予約は受け付けません）。ご迷惑
をお掛けしますが、ご理解ご協力をお願いします。

▶問い合わせ　ひとつくり支援課生涯学習担当☎556―8319

　古代蓮の里ホタルの会の会員が、愛情を込めて卵から孵
ふ か
化さ

せ人工飼育したヘイケボタルの幼虫の放流会を行います。幼虫
放流後には、紙芝居の上演や風船などのプレゼントもあります
ので、ぜひご参加ください。

▶日時　5月7日㈰午前10時
▶場所　古代蓮の里ホタルの川　
▶主催　古代蓮の里ホタルの会
▶問い合わせ　都市計画課公園担当（内線5602）

ホタル放流会
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　4月17日、行田春まつりが、市役所前からみずしろ交
差点手前までの公園通りで開催されました。
　会場では春の苗木や草花を中心にたくさんの露店が
軒を連ね、多くの人出でにぎわいました。また、行田音
頭保存会が鮮やかな青い着物姿で「新・行田音頭」を華
麗に舞い、来場者を魅了していました。

　4月2日に開催された「陸王杯 第33回鉄剣マラソン大会」に陸王PR
ブースが登場しました。
　ブースでは、昨年発売された行田の老舗足袋業者の奮闘を描いた池
井戸潤さんの小説「陸王」が今年10月にTBSの「日曜劇場」でドラマ化さ
れることを受け、本やオリジナルTシャツを販売。Tシャツは大好評で、
着用してマラソンに参加する人もいました。現在、このTシャツはTBS
ストア、TBSishop、行田市観光協会などで販売しています。

　3月25日、行田市自治会連合会主催の「行田ふれあいポタ
リング＆ウォーキング2017」が行われました。
　今年で3回目となったこの催しには、ポタリング30キロ
メートルと15キロメートル、ウオーキング10キロメートル
の3つのコースが設けられ、市内外から260人が参加。自転
車や徒歩で市内の名所などを巡り、菜の花が咲き誇る春の
行田を満喫していました。

鉄剣マラソン大会に陸王PRブースが登場

自転車や徒歩で巡る春の行田

雨の中で桜を楽しむ

　3月31日、秩父鉄道の持田駅と熊谷駅との間の新駅
「ソシオ流通センター駅」の竣工式が行われました。
　この駅は、同鉄道36番目の駅として4月1日に開業。
式では、工藤市長が「新駅開業を契機として定住人口や
交流人口の拡大など、地域活性化につなげていきたい」
と述べた後、出席者らによりテープカットが行われま
した。 （関連記事4ページ）

ソシオ流通センター駅が開業

　4月4日、さきたま古墳・行田古代米カレーと行田市の観光をPRする
ユニットとして活動している「米娘舞娘」の新メンバー5人が市役所を
訪れ、工藤市長に新曲「GO! GO! 行田」を披露しました。
　「とても緊張した」と照れるメンバーに工藤市長は「今後の活躍を期
待しています」と笑顔で激励していました。今後も米娘舞娘は各種イ
ベントなどで、その元気な歌とダンスで会場を盛り上げ、行田の魅力を
たくさんの人に届けてくれることでしょう。

「米
まい

娘
こ

舞
まい

娘
こ

」が新メンバーと新曲を発表
華麗な舞いを披露

　4月6日、行田市交通安全対策協議会主催の「春の全国交通安
全運動出発式」が行われ、工藤市長や三ツ木行田警察署長らが出
席しました。
　産業文化会館前で行田市交通安全母の会会長高橋綾子さんが
交通安全宣言を行った後、約80人の参加者は埼玉小学校金管バ
ンドクラブの演奏に送られて郷土博物館に向けて出発。「交通事
故ゼロ」を願い、歩行者や車に交通安全を呼び掛けました。

　4月8日、総合公園野球場で第113回行田市少年野球春季
大会が開催されました。
　「躍動大会」と名付けられた今大会にはレギュラーの部に
11チーム、ジュニアの部に4チームが出場。この日のため
に練習を重ねてきた選手たちは、小雨の降る中、優勝を目指
して試合に臨みました。チームのために、粘り強いプレー
を見せた選手に観客からも声援が送られていました。

「交通事故ゼロ」を願って粘り強いプレーで勝利をつかめ

　4月1日、桜ボンボリまつりがコミュニティセンターみ
ずしろで行われました。
　今年はあいにくの雨となり、行田大茶会のみの開催と
なりました。会場には毎年恒例の茶会を楽しみにして
いる人や花見をする人が訪れ、茶と和菓子を味わいなが
ら、ゆったりとした時間を過ごしていました。また、水城
公園には咲き始めた桜を見ようと、傘を差しながら散策
する人の姿が見られました。

GYODA CITY PHOTO STUDIO

写写 真真 館館
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全
国
の
小
学
生
を
対
象
に
短
歌
づ
く
り
を
通
じ
て
国

語
力
を
培
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
一
般
社
団
法
人
倫

理
研
究
所
が
主
催
し
た
第
12
回
し
き
な
み
子
供
短
歌
コ

ン
ク
ー
ル
。
６
万
４
千
１
３
３
の
応
募
の
中
か
ら
、
わ

ず
か
3
人
（
低
・
中
・
高
学
年
の
部
で
そ
れ
ぞ
れ
１
人

ず
つ
）
と
い
う
「
し
き
な
み
子
供
短
歌
賞
・
文
部
科
学

大
臣
賞
」
を
高
学
年
の
部
で
受
賞
し
た
の
が
、
大
山
宗

一
郎
さ
ん
で
す
。

　
幼
い
頃
か
ら
家
族
の
会
話
の
中
で
両
親
と
言
葉
遊
び

を
す
る
な
ど
、
短
い
文
を
作
る
こ
と
に
興
味
が
あ
っ
た

と
い
う
大
山
さ
ん
。
昨
年
の
夏
休
み
の
課
題
で
次
の
歌

を
詠
み
、
同
コ
ン
ク
ー
ル
に
応
募
し
ま
し
た
。

　
『
ど
ち
ら
さ
ま
ぼ
く
に
た
ず
ね
る
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

 

こ
ん
ど
は
ぼ
く
が
さ
さ
え
て
あ
げ
る
』

　
90
歳
を
過
ぎ
て
い
る
曽
祖
母
が
昨
年
６
月
に
施
設
に

入
所
し
ま
し
た
。
８
月
に
会
い
に
行
っ
た
際
に
、
病
気

の
せ
い
で
記
憶
が
断
片
的
に
な
っ
て
お
り
、
悲
し
い
思

い
を
し
た
と
い
う
大
山
さ
ん
。「
僕
が
小
さ
い
頃
、
ひ

い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら
昔
の
話
を
聞
く
こ
と
が
好
き
で

し
た
。
折
り
紙
や
お
手
玉
を
教
え
て
も
ら
っ
た
り
、
手

を
引
か
れ
散
歩
に
出
掛
け
た
り
も
し
ま
し
た
。
今
度
は

僕
が
手
を
引
い
て
あ
げ
て
散
歩
に
出
掛
け
た
い
。
僕
が

大
好
き
な
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
支
え
て
、
た
く
さ
ん

の
思
い
出
を
作
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
気

持
ち
を
短
歌
に
し
て
み
ま
し
た
」
と
歌
に
込
め
た
思
い

を
口
に
し
ま
す
。
今
回
の
受
賞
を
曽
祖
母
に
伝
え
た
と

こ
ろ
、
う
れ
し
そ
う
に
笑
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
３
月
５
日
に
東
京
都
港
区
の
ニ
ッ
シ
ョ
ー
ホ
ー
ル
で

行
わ
れ
た
表
彰
式
で
「
し
き
な
み
子
供
短
歌
賞
・
文
部

科
学
大
臣
賞
」
が
発
表
さ
れ
、
そ
の
場
で
受
賞
を
知
っ

た
大
山
さ
ん
は
「
す
ご
く
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
お
父

さ
ん
と
お
母
さ
ん
か
ら
た
く
さ
ん
褒
め
て
も
ら
い
ま
し

た
」
と
に
っ
こ
り
。
ス
テ
ー
ジ
上
で
は
、
大
山
さ
ん
の

作
品
が
高
ら
か
に
読
み
上
げ
ら
れ
、
会
場
に
集
ま
っ
た

大
勢
の
人
た
ち
に
祝
福
さ
れ
る
中
、
緊
張
し
な
が
ら
も

堂
々
と
賞
状
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　
大
山
さ
ん
は
「
小
学
３
年
生
か
ら
始
め
た
野
球
を
続

け
た
い
け
れ
ど
、
将
来
は
誰
か
の
役
に
立
つ
仕
事
に
就

け
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
取
り
組
ん
で
み
た
い
で
す
」
と
は
に
か
み
な
が

ら
目
標
に
つ
い
て
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
自
ら
の
可
能
性

を
広
げ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

俳 

句

※このコーナーで紹介する会社を募集しています。
　特色ある業務を行っている会社の情報を広報広聴課広報広聴担当（内線318）までお寄せください。

有限会社明治堂印舗
確かな技で唯一無二の手彫り印を

 

棚
田
町 

財
津
ミ
チ
ヱ

春
光
に
枯
木
の
ご
と
き
身
を
晒
す

 

矢
場 

高
田
み
つ
子

も
の
の
芽
や
鉢
に
尖
れ
る
う
す
み
ど
り

 

城
南 

橋
本
千
枝
子

桜
餅
つ
い
に
米
寿
と
な
り
に
け
り

 

荒
木 

藤
田　
栄
之

来
し
方
を
ぼ
ん
や
り
手
繰
る
春
の
昼

 

桜
町 

長
谷
川
さ
く

句
碑
並
ぶ
参
道
長
き
彼
岸
寺

 

富
士
見
町 

鈴
木
ス
イ
子

春
愁
や
裾
の
短
か
き
銅
人
形

 

城
西 

鈴
木　
正
夫

八
十
路
と
て
少
し
気
に
な
る
猫
の
恋

 

持
田 

小
倉　
繁
三

学
童
の
エ
ー
ル
交
換
卒
業
式

 

荒
木 

森
田　
　
静

春
愁
や
詫
び
た
き
人
に
も
う
会
え
ず

 

持
田 

二
瓶　
弘
子

寄
せ
書
き
に
本
音
を
ポ
ロ
リ
卒
業
子

 

須
加 

長
谷　
　
恒

海
し
づ
か
は
や
六
度
目
の
弥
生
か
な

 

荒
木 

髙
澤
よ
ね
子

年
輪
を
刻
む
掌
を
も
て
芋
植
え
る

 

持
田 

荻
原　
義
久

春
風
に
髪
な
び
か
せ
て
少
女
来
る

 

富
士
見
町 

森　
　
節
子

畦
道
に
芹
摘
む
人
の
見
え
か
く
れ

 

持
田 

伊
藤　
洋
子

受
験
子
は
瞳
を
輝
や
か
せ
夢
語
る

 

佐
間 

須
永　
節
子

い
き
い
き
と
地
に
咲
く
ご
と
し
落
椿

 

持
田 

島
田　
悦
子

春
場
所
の
稀
勢
の
辛
抱
神
が
か
り

 

下
中
条 

梶
原　
銃
司

よ
も
す
が
ら
咆
哮
や
ま
ぬ
春
一
番

 

佐
間 

栗
田　
恵
子

諍
い
て
う
つ
ろ
に
雪
の
富
士
眺
む

 

矢
場 

鈴
木
か
づ
の

天
地
に
心
ひ
ら
き
て
麦
を
踏
む

 

（
三
沢　
一
水　
監
修
）

ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
思
う
気
持
ち
で

「
し
き
な
み
子
供
短
歌
賞・文
部
科
学
大
臣
賞
」

 

を
受
賞

いきいきいきいき

行田人ぎょうだじん

私
の
作
品

◎
皆
さ
ん
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◎ 

俳
句
は
毎
月
5
日
ま
で
に
、
は
が
き
・
封
書
で

広
報
広
聴
課
へ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

大
山 

宗
一
郎 

さ
ん
（
下
忍
・
11
歳
）

めましてはじ ○ 5月1日㈪～31日㈬に電話またはEメールで広
報広聴課広報広聴担当（内線318）

　※応募要領は市ホームページをご覧ください。
○ 応募者多数の場合は、6月2日㈮午前11時から
市役所203会議室で公開抽選を行います。

遊
馬
　
実み
の
り慶 

ち
ゃ
ん （
西
新
町
）

平
成
28
年
5
月
9
日
生
ま
れ

父
・
智
昭
さ
ん　
母
・
千
絵
さ
ん

「
明
る
く
元
気
に
優
し
く
ね
！
」

島
田
　
七な
な

海み 

ち
ゃ
ん （
下
忍
）

平
成
28
年
5
月
18
日
生
ま
れ

父
・
健
作
さ
ん　
母
・
絵
理
香
さ
ん

蛭
間
　
煌あ
き

斗と 

ち
ゃ
ん （
荒
木
）

平
成
28
年
5
月
11
日
生
ま
れ

父
・
康
文
さ
ん　
母
・
聡
美
さ
ん

「
我
が
家
の

 

暴
れ
ん
坊
ア
イ
ド
ル
で
す
♡
」

「
こ
れ
か
ら
も
元
気
に

 

育
っ
て
ね
♡
」

野
見
山 

心こ
こ
美み 

ち
ゃ
ん （
佐
間
）

平
成
28
年
5
月
27
日
生
ま
れ

父
・
政
彦
さ
ん　
母
・
恵
美
子
さ
ん

「
元
気
で
優
し
い
子
に

 

育
っ
て
ね
♡
」

黒
澤
　
優ま
さ

徳の
り 

ち
ゃ
ん （
谷
郷
）

平
成
28
年
5
月
16
日
生
ま
れ

父
・
正
志
さ
ん　
母
・
恵
さ
ん

佐
藤
　
航こ
う

介す
け 

ち
ゃ
ん （
富
士
見
町
）

平
成
28
年
5
月
28
日
生
ま
れ

父
・
裕
斗
さ
ん　
母
・
奈
央
さ
ん

「
元
気
に
す
く
す
く
育
っ
て
ね
♡
」

「
す
く
す
く
成
長
し
て
ね
」

★★★ 平成28年 5月生まれ のおともだち ★★★

平成28年7月生まれのお子さんを募集します

会社プロフィール

代表取締役　新井 理喜男
【事業内容】 印鑑小売、印鑑彫刻販売
【住所】 行田13―9

　

大
正
10
年
に
創
業
以
来
、
実
印
や
認
印
、

会
社
印
、
ゴ
ム
印
な
ど
幅
広
い
印
を
取
り
揃

え
て
い
る
の
が
有
限
会
社
明
治
堂
印
舗
で
す
。

　
最
近
で
は
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
も
簡

単
に
印
が
買
え
ま
す
が
、
機
械
で
大
量
生
産

さ
れ
た
印
は
、
全
て
同
じ
書
体
の
た
め
印
鑑

登
録
に
は
使
用
で
き
ず
、
金
融
機
関
の
登
録

に
も
あ
ま
り
向
い
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め

同
社
で
は
手
彫
り
に
こ
だ
わ
り
、〝
真
面
目

に
ま
と
も
な
は
ん
こ
を
作
る
〞
こ
と
を
信
念

に
世
界
に
一
つ
し
か
無
い
印
を
提
供
し
て
い

ま
す
。
代
表
取
締
役
の
新
井
理
喜
男
さ
ん
は

「
使
用
す
る
場
面
に
合
わ
せ
て
、
印
材
か
ら
入

れ
る
文
字
、
書
体
ま
で
相
談
に
乗
り
、
ア
ド

バ
イ
ス
し
て
い
ま
す
。
質
の
良
い
印
材
と
長

年
培
っ
て
き
た
彫
り
の
技
術
で
何
十
年
も
使

用
で
き
る
品
質
の
印
を
お
渡
し
で
き
ま
す
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
印
章
彫
刻
の
一
級

技
能
士
で
あ
る
新
井
さ
ん
が
自
ら
の
手
で
字

の
配
置
か
ら
下
書
き
を
行
い
、
30
本
に
も
及

ぶ
太
さ
の
異
な
る
印
刀
を
使
い
分
け
丁
寧
に

彫
り
上
げ
る
印
は
信
頼
が
厚
く
、
個
人
だ
け

で
な
く
官
公
庁
や
学
校
、
企
業
か
ら
も
注
文

が
あ
る
そ
う
で
す
。
他
に
も
、
孫
へ
贈
る
印

を
作
り
た
い
と
い
う
依
頼
や
代
々
使
っ
て
き

た
印
を
彫
り
直
し
て
ほ
し
い
と
い
う
依
頼
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
望
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
同
社
で
長
く
続
け
て
い
る
の
が
印

章
供
養
の
サ
ー
ビ
ス
。
不
要
に
な
っ
た
印
を

預
か
り
、
10
月
1
日
の
「
印
章
の
日
」
に
京

都
の
下
鴨
神
社
で
供
養
し
て
い
ま
す
。
長
年

使
っ
て
き
た
印
へ
感
謝
の
気
持
ち
を
示
せ
る

と
と
も
に
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
面
で
も
安
心
だ

そ
う
で
す
。

　
さ
ら
に
、
は
ん
こ
専
門
店
で
は
取
り
扱
い

が
少
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
位
牌
の
文
字
彫

刻
も
手
掛
け
て
い
ま
す
。
専
門
の
蒔
絵
師
に

依
頼
し
、
美
し
い
金
色
の
文
字
に
仕
上
げ
て

い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
「
こ
れ
か
ら
も
真
面
目
な
は
ん
こ
作
り
で

お
客
さ
ん
の
信
頼
に
応
え
て
い
き
た
い
」
と

改
め
て
決
意
を
語
る
新
井
さ
ん
は
、
毎
日
の

業
務
に
加
え
、
全
国
技
能
グ
ラ
ン
プ
リ
に
出

場
し
た
り
、
書
体
を
勉
強
し
た
り
と
今
で
も

技
術
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
鍛
錬
を
続
け
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
同
社
は
そ
の
確
か
な

技
で
、
唯
一
無
二
の
印
を
作
り
続
け
て
く
れ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
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▼
日
時
　
6
月
10
日
㈯
・
11
日
㈰

午
前
9
時
～
午
後
4
時　

▼
場
所
　

長
野
公
民
館　

▼
入
場
無
料
　
▼

問
　
な
が
の
写
友
会
久
保
☎
５
５
４

―
６
４
４
８
ま
た
は
彩
楽
会
福
島
☎

５
５
９
―
２
３
４
０

▼
期
間
　
6
月
10
日
㈯
ま
で
（
水

曜
日
を
除
く
）　
▼
時
間
　
午
前
11

時
30
分
～
午
後
2
時
30
分　

▼
場

所
　
く
り
や
ら
ー
め
ん
（
押
上
町
15

―
1
）　
▼
内
容
　
ポ
ス
タ
ー
や
雑

誌
、
お
も
ち
ゃ
な
ど
懐
か
し
い
物
を

展
示
す
る　
▼
問
　
栗
原
☎
０
９
０

―
１
５
３
５
―
４
４
６
０

▼
日
時
　
5
月
20
日
㈯
・
21
日
㈰
午

前
10
時
～
午
後
4
時
（
21
日
は
午
後

3
時
30
分
ま
で
）
※
雨
天
決
行　
▼

集
合
場
所
　
足
袋
蔵
ま
ち
づ
く
り

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム　
▼
内
容
　
市
内
中

心
部
に
あ
る
17
棟
の
足
袋
蔵
な
ど

で
、
作
品
展
示
・
販
売
、
演
奏
会
、

遊
び
体
験
な
ど
を
同
時
に
開
催
す

な
が
の
写
友
会
・
彩
楽
会

写
真
・
絵
画
共
催
作
品
発
表
会

レ
ト
ロ
を
楽
し
む
。

懐
古
展

第
13
回
蔵
め
ぐ
り
ま
ち
あ
る
き

―
足
袋
屋
横
丁
あ
ら
わ
る
？
―

る
。
ま
た
、
ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ
ス
や
人

力
車
も
登
場　
▼
参
加
費
　【
大
人
】

２
０
０
円
【
小
学
生
】
１
０
０
円
※

着
物
で
参
加
の
方
は
無
料
。
さ
ら
に

「
Ｍｙ
足
袋
づ
く
り
体
験
」
1
千
円

割
引
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト　

▼
特
典
　

足
袋
と
く
ら
し
の
博
物
館
入
館
無

料
、
ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ
ス
乗
車
無
料
、

藍
染
め
体
験
割
引　

▼
主
催
　
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
ぎ
ょ
う
だ
足
袋
蔵
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク　
▼
問
　
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

☎
５
５
２
―
１
０
１
０

▼
日
時
　
5
月
21
日
㈰
午
前
11
時
30

分
～
午
後
3
時
30
分
（
午
前
11
時
か

ら
受
け
付
け
）　
▼
集
合
場
所
　
商

工
セ
ン
タ
ー
２
０
２
会
議
室　
▼
内

容
　
同
日
に
開
催
さ
れ
る
「
第
13
回

蔵
め
ぐ
り
ま
ち
あ
る
き
」
に
参
加

し
グ
ル
ー
プ
で
市
内
散
策
を
行
う
、

2
分
間
ト
ー
ク
、
フ
リ
ー
タ
イ
ム

他　
▼
対
象
　
25
歳
～
40
歳
ぐ
ら
い

の
独
身
の
方　
▼
定
員
　
男
女
各
20

人　

▼
参
加
費
　【
男
性
】
3
千
円

【
女
性
】
2
千
円
（
イ
ベ
ン
ト
参
加

費
、
軽
食
、
景
品
代
を
含
む
）　

▼

申
　
5
月
18
日
㈭
ま
で
に
電
話
ま
た

は
Ｅ
メ
ー
ル
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
行
田

結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
【
Ｅ
メ
ー
ル
】

ぎ
ょ
う
だ

蔵
め
ぐ
り
＆
ま
ち
婚

▼
日
時
　
6
月
4
日
㈰
午
後
2
時
開

演　
▼
場
所
　
産
業
文
化
会
館
ホ
ー

ル　

▼
曲
目
　「
大
草
原
の
う
た
」

「
春
の
猟
犬
」「
ヘ
ビ
ー
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
」「
宝
島
」
他　
▼
入
場
無
料
　

▼
主
催
　
行
田
市
民
吹
奏
楽
団　
▼

後
援
　
行
田
市
、
行
田
市
教
育
委

員
会　

▼
問
　
青
木
☎
０
８
０
―

９
２
６
５
―
７
８
９
１

▼
日
時
　
5
月
21
日
㈰
午
前
9
時
開

始
※
雨
天
中
止　
▼
集
合
場
所
　
古

代
蓮
の
里
駐
車
場　
▼
内
容
　
郷
土

の
歴
史
と
自
然
を
楽
し
み
な
が
ら

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
す
る
（
2
時
間

程
度
）　
▼
参
加
無
料
　
▼
持
ち
物
　

持
っ
て
い
る
方
は
双
眼
鏡
（
７
～
８

倍
）　
▼
そ
の
他
　
汚
れ
て
も
よ
い

服
装
で
参
加
く
だ
さ
い
。　

▼
問
　

行
田
さ
く
ら
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
☎

５
６
４
―
３
０
０
０

▼
日
時
　
5
月
26
日
㈮
午
前
10
時
～

11
時
※
雨
天
中
止　

▼
場
所
　
大

第
10
回
定
期
演
奏
会

第
26
回
「
未
来
へ
残
し
た
い
行

田
八
景
ウ
オ
ー
ク
」
旧
忍
川
と

小
崎
沼

忍
川
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦

▼
日
時
　
6
月
4
日
㈰
午
前
6
時
45

分
出
発
※
雨
天
決
行　

▼
集
合
場

所
　
市
民
プ
ー
ル
脇
駐
車
場　
▼
内

容
　
上
田
城
跡
公
園
ま
で
バ
ス
で
移

動
し
、
周
辺
を
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
し
て

楽
し
む　
▼
対
象
　
市
内
在
住
・
在

勤
で
小
学
生
以
上
の
方
※
小
・
中
学

生
は
保
護
者
ま
た
は
責
任
者
（
成
人

の
方
）
の
同
伴
が
必
要　

▼
定
員
　

80
人
（
先
着
順
）　

▼
参
加
費
　
1

人
2
千
円
（
昼
食
代
は
含
み
ま
せ

ん
）　
▼
イ
ベ
ン
ト
企
画
　
行
田
市

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協
議
会　
▼
旅

行
企
画
・
実
施
　
埼
玉
県
知
事
登
録

旅
行
業
第
２
―
５
７
３
号
株
式
会
社

大
堰
観
光
本
社
営
業
所
総
合
旅
行
業

務
取
扱
管
理
者
長
島
京
（
☎
５
５
７

―
１
４
０
０
）　
▼
そ
の
他
　
コ
ー

ス
や
持
ち
物
な
ど
詳
細
は
、
申
し
込

み
時
に
説
明
し
ま
す
。　
▼
申
　
5

月
14
日
㈰
午
前
10
時
か
ら
産
業
文
化

会
館
2
Ａ
会
議
室
（
ま
と
め
て
申
し

込
む
場
合
は
、
代
表
者
1
人
に
つ
き

4
人
ま
で
）
※
電
話
で
の
申
し
込
み

不
可
。
定
員
に
な
り
次
第
、
受
け
付

け
終
了　
▼
問
　
同
会
事
務
局
（
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
内
）
☎
５
５
６
―

８
３
３
６

上
田
城
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

▼
日
時
　
6
月
6
日
㈫
午
前
9
時　

▼
場
所
　
郷
土
博
物
館
玄
関
前　
▼

配
布
す
る
菊
苗
　【
厚
物
、
管
物
】

約
３
千
本　

▼
問
　
商
工
観
光
課

（
内
線
３
８
２
）

▼
日
時
　
6
月
3
日
㈯
午
前
9
時
～

10
時
（
午
前
8
時
45
分
集
合
）
※
雨

天
中
止　
▼
集
合
場
所
　
水
城
公
園

多
目
的
広
場
（
市
民
プ
ー
ル
脇
駐
車

場
西
側
）　
▼
内
容
　
水
城
公
園
お

よ
び
忍
城
址
を
愛
着
の
あ
る
公
園
に

す
る
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
活

動
を
行
う　
▼
持
ち
物
　
清
掃
用
の

手
袋
、
ご
み
袋　
▼
主
催
　
行
田
の

ま
ち
を
ゴ
シ
ゴ
シ
委
員
会　
▼
そ
の

他
　
清
掃
活
動
を
中
止
す
る
場
合
は

前
日
に
判
断
し
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
お
よ
び
市
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
で

周
知
し
ま
す
。　

▼
問
　
同
委
員

会
事
務
局
（
都
市
計
画
課
内
・
内

線
５
６
０
４
、
管
理
課
内
・
内
線

５
７
０
４
） イ

ベ
ン
ト

市
の
花
・
菊
苗
の
無
料
配
布

水
城
公
園
お
よ
び

忍
城
址
周
辺
の
清
掃
活
動

gyoda.kettkon.sh
ie
n
n
@

gm
ail.com

　
▼
問
　
同
法
人
☎

０
９
０
―
３
１
３
１
―
８
３
５
６

▼
日
時
　
6
月
11
日
㈰
午
前
9
時
30

分
～
正
午　
▼
場
所
　
星
宮
公
民
館

お
よ
び
同
館
前
の
田
ん
ぼ　

▼
内

容
　
田
植
え
、
稲
刈
り
、
酒
の
ラ
ベ

ル
作
成
な
ど
を
通
じ
て
、
日
本
酒
づ

く
り
体
験
を
行
う
。
※
初
回
は
、
日

本
酒
の
原
料
と
な
る
酒
米
の
田
植
え

体
験　
▼
対
象
　
中
学
生
以
下
の
子

ど
も
（
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同

伴
）　

▼
定
員
　
80
人　

▼
参
加
費
　

1
人
2
千
円　
▼
主
催
　
オ
ー
ル
行

田
の
酒
づ
く
り
実
行
委
員
会　
▼
今

後
の
予
定
　【
田
ん
ぼ
の
昆
虫
観
察
】

8
月
27
日
㈰　
【
稲
刈
り
体
験
】
10

月
22
日
㈰　
【
酒
の
ラ
ベ
ル
作
成
・

酒
蔵
見
学
（
横
田
酒
造
）】
11
月
26

日
㈰　
【
新
酒
完
成
披
露
会
】
12
月

24
日
㈰　
▼
そ
の
他
　
20
歳
以
上
の

方
は
完
成
し
た
日
本
酒
を
購
入
で

き
ま
す　
▼
申
　
住
所
、
代
表
者
氏

名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、
電
話
番

号
、
参
加
人
数
を
明
記
の
上
、
2
人

以
上
で
5
月
26
日
㈮
ま
で
に
電
話
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か

の
方
法
で
同
会
事
務
局
【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】

チ
ャ
レ
ン
ジ
！
親
子
で
酒
米
づ
く
り

＆
日
本
酒
づ
く
り
２
０
１
７

長
寺
忍
川
側
に
あ
る
あ
ず
ま
や
付

近　
▼
内
容
　
栄
橋
か
ら
旭
橋
ま
で

（
６
０
０
メ
ー
ト
ル
）
の
間
に
捨
て

ら
れ
て
い
る
ご
み
を
拾
い
、
環
境
美

化
活
動
を
行
う　
▼
そ
の
他
　
汚
れ

て
も
よ
い
服
装
で
参
加
く
だ
さ
い
。

軍
手
、
タ
オ
ル
、
ご
み
袋
を
配
布
し

ま
す
。　
▼
問
　
行
田
市
民
大
学
同

窓
会
忍
川
環
境
を
見
守
る
会
小
林
☎

０
８
０
―
１
０
９
５
―
３
７
６
４

▼
日
時
　
5
月
20
日
㈯
・
21
日
㈰
午

前
9
時
30
分
～
午
後
5
時
（
21
日

は
午
後
4
時
ま
で
）　
▼
場
所
　
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
み
ず
し
ろ

ギ
ャ
ラ
リ
ー　
▼
内
容
　
和
裁
ク
ラ

ブ
会
員
の
手
作
り
作
品
展
示
他　
▼

入
場
無
料
　
▼
主
催
　
和
裁
「
繭

の
会
」　
▼
問
　
根
津
☎
５
５
６
―

７
６
０
５

▼
日
時
　
5
月
26
日
㈮
～
28
日
㈰
午

前
9
時
～
午
後
5
時
（
28
日
は
午
後

4
時
ま
で
）　
▼
場
所
　
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
み
ず
し
ろ
ギ
ャ
ラ

リ
ー　
▼
入
場
無
料
　
▼
問
　
同
会

代
表
大
澤
☎
５
５
７
―
２
４
５
２

和
裁
「
繭
の
会
」

作
品
展
示
会

第
97
回
光
友
会
写
真
展

５
９
４
―
７
３
６
１
【
Ｅ
メ
ー
ル
】

hasegaw
afarm

@
ark.ocn.

ne.jp　
▼
問
　
同
会
事
務
局
は
せ

が
わ
農
園
（
月
～
金
曜
日
の
午
前
10

時
～
午
後
3
時
※
祝
日
を
除
く
）
☎

５
５
６
―
６
７
１
８

▼
日
時
　
6
月
14
日
㈬
午
後
1
時
～

4
時
（
午
後
0
時
30
分
か
ら
受
け
付

け
）　
▼
場
所
　
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ

テ
ィ
地
下
展
示
場
（
さ
い
た
ま
市
大

宮
区
桜
木
町
1
―
7
―
5
）　
▼
内

容
　
企
業
人
事
担
当
者
に
よ
る
面

接
・
企
業
説
明　
▼
対
象
　
高
校
・

専
門
学
校
・
高
専
・
短
大
・
大
学

（
院
）
な
ど
を
卒
業
後
お
お
む
ね
3

年
以
内
の
方　
▼
持
ち
物
　
履
歴
書

（
複
数
枚
）、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
カ
ー

ド
（
お
持
ち
の
方
）　
▼
入
場
無
料
　

▼
そ
の
他
　
事
前
申
し
込
み
不
要
。

参
加
企
業
は
80
社
を
予
定
。
詳
し
い

情
報
は
5
月
中
旬
に
厚
生
労
働
省
大

卒
等
就
職
情
報
Ｗ
Ｅ
Ｂ
提
供
サ
ー

ビ
ス
（http://job.gakusei.

go.jp

）
の
「
イ
ベ
ン
ト
情
報
」
に

掲
載　

▼
問
　
埼
玉
新
卒
応
援
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
☎
０
４
８
―
６
５
０
―

２
２
３
４
ま
た
は
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク 既

卒
3
年
以
内
の
方
対
象

就
職
面
接
会

広告広告
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▼
日
時
　
6
月
11
日
㈰
午
前
10
時
〜

午
後
3
時
（
受
け
付
け
は
午
後
2
時

30
分
ま
で
）　
▼
場
所
　
二
子
山
公

園
、
持
田
砂
原
自
治
会
館
（
持
田
4

―
6
―
28
）
他　
▼
内
容
　
建
設
職

人
に
よ
る
地
域
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

企
画
、
包
丁
研
ぎ
、
網
戸
張
り
、
住

宅
無
料
相
談
、
耐
震
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

の
無
料
配
布
な
ど　
▼
主
催
　
埼
玉

土
建
一
般
労
働
組
合
行
田
羽
生
支

部　

▼
問
　
同
支
部
☎
５
５
３
―

２
３
２
１

▼
日
時
　
6
月
5
日
㈪
午
前
10
時
〜

11
時
30
分　

▼
場
所
　
総
合
福
祉

会
館
「
や
す
ら
ぎ
の
里
」　
▼
内
容
　

子
育
て
中
の
親
同
士
で
語
ら
う
、
子

育
て
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ト
ー
ク
「
虫
歯

と
お
や
つ
」　
▼
対
象
　
市
内
在
住

で
乳
幼
児
を
持
つ
保
護
者
※
父
親
も

歓
迎　

▼
定
員
　
30
人
（
先
着
順
）

※
託
児
付
き　
▼
参
加
費
　
１
０
０

円　
▼
主
催
　
行
田
市
民
生
委
員
・

第
40
回
ふ
れ
あ
い
住
宅
デ
ー

相
　
　
談

子
育
て
談
話
室

「
た
ん
ぽ
ぽ
」

▼
日
時
　
6
月
14
日
㈬
午
後
1
時
〜

4
時
30
分　
▼
集
合
場
所
　
利
根
導

水
総
合
事
務
所
（
須
加
４
３
６
９
）　

▼
内
容
　
利
根
大
堰
と
そ
の
水
路
の

経
緯
お
よ
び
現
状
、
今
後
に
つ
い
て

学
ぶ　

▼
定
員
　
50
人　

▼
参
加

無
料
　
▼
主
催
　
行
田
環
境
市
民

フ
ォ
ー
ラ
ム　
▼
申
・
問
　
國
井
☎

５
５
６
―
４
１
８
８

技
術
海
上
幹
部
・
技
術
航
空
幹
部

▼
受
付
期
間
　
5
月
26
日
㈮
ま
で　

▼
応
募
資
格
　
大
学
を
卒
業
し
た
38

歳
未
満
の
方　
▼
試
験
日
　
6
月
26

日
㈪

技
術
海
曹
・
技
術
空
曹

▼
受
付
期
間
　
5
月
26
日
㈮
ま
で　

▼
応
募
資
格
　
20
歳
以
上
で
国
家
免

許
資
格
な
ど
を
保
有
す
る
方　
▼
試

験
日
　
6
月
23
日
㈮

い
ず
れ
も

▼
問
　
防
衛
省
自
衛
隊
埼
玉
地
方
協

力
本
部
熊
谷
地
域
事
務
所
（
熊
谷
市

筑
波
3
―
90
―
1
国
際
ビ
ル
2
階
）

☎
５
２
２
―
４
８
５
５

利
根
大
堰
と
水
路
に

つ
い
て
の
学
習
見
学
会

募
　
　
集

自
衛
官
等

児
童
委
員
連
合
会　
▼
後
援
　
行
田

市
、
行
田
市
教
育
委
員
会
、
行
田
市

社
会
福
祉
協
議
会　
▼
申
・
問
　
6

月
4
日
㈰
ま
で
に
電
話
で
同
協
議
会

☎
５
５
７
―
５
４
０
０

▼
日
時
　
5
月
28
日
㈰
午
後
1
時
30

分
〜
4
時
（
午
後
1
時
か
ら
受
け
付

け
）　

▼
場
所
　
騎
西
文
化
・
学
習

セ
ン
タ
ー
「
キ
ャ
ッ
ス
ル
き
さ
い
」

（
加
須
市
根
古
屋
６
３
３
―
１
０
）　

▼
内
容
　
里
親
制
度
に
つ
い
て
、
里

親
の
子
育
て
体
験
談
、
質
疑
応
答
、

意
見
交
換　
▼
対
象
　
里
親
に
関
心

が
あ
る
方　
▼
申
・
問
　
熊
谷
児
童

相
談
所
☎
５
２
１
―
４
１
５
２

▼
日
時
　
5
月
20
日
㈯
午
前
10
時
30

分
〜
正
午
（
午
前
9
時
30
分
か
ら
受

け
付
け
）　
▼
場
所
　「
み
ら
い
」
文

化
ホ
ー
ル　
▼
内
容
　
㈱
植
松
電
機

植
松
努
さ
ん
講
演
会
「
ど
う
せ
無

理
」
か
ら
「
だ
っ
た
ら
こ
う
す
れ

ば
」
へ
夢
を
諦
め
な
い
大
切
さ
を
伝

講
座
・
講
演
会
・
教
室

里
親
入
門
講
座

公
益
社
団
法
人
行
田
青
年
会
議
所

55
周
年
記
念
事
業

え
る　
▼
定
員
　
５
０
０
人
（
先
着

順
）　

▼
入
場
無
料
　
▼
主
催
　
公

益
社
団
法
人
行
田
青
年
会
議
所　
▼

後
援
　
行
田
市
、
行
田
市
教
育
委
員

会
、
行
田
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会　

▼

申
・
問
　
同
会
議
所
☎
５
５
６
―

４
１
１
５

▼
日
時
　
６
月
の
毎
週
水
・
木
曜
日

午
前
10
時
〜
11
時
（
29
日
㈭
を
除

く
）　
▼
場
所
　「
行
田
グ
リ
ー
ン
ア

リ
ー
ナ
」
柔
道
場
、
剣
道
場　
▼
内

容
　
病
気
や
け
が
を
未
然
に
防
ぎ
病

後
の
回
復
に
も
役
立
つ
気
功
や
足
腰

を
強
く
し
バ
ラ
ン
ス
感
覚
の
向
上
に

役
立
つ
太
極
拳
を
通
じ
て
、
心
身

の
健
康
を
目
指
す
。　

▼
参
加
費
　

１
千
５
０
０
円　
▼
持
ち
物
　
バ
ス

タ
オ
ル
１
枚
、
室
内
履
き　

▼
問
　

行
田
健
康
気
功
太
極
拳
教
室
福
田
☎

０
９
０
―
３
５
９
４
―
９
５
９
０

▼
日
時
　
6
月
17
日
〜
7
月
15
日

の
毎
週
土
曜
日
（
全
5
回
）
午
後

7
時
〜
8
時
15
分　
▼
場
所
　「
行

田
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
」
柔
道
場　

春
の
健
康
気
功
・
太
極
拳
教
室

少
林
寺
拳
法
教
室

▼
対
象
　
小
学
生
以
上　

▼
参
加

費
　【
中
学
生
以
下
】
1
千
５
０
０

円
【
高
校
生
以
上
】
2
千
５
０
０

円
（
保
険
料
な
ど
を
含
む
）　
▼
服

装
　
運
動
の
し
や
す
い
服
装　
▼
持

ち
物
　
タ
オ
ル　
▼
主
催
　
行
田
市

少
林
寺
拳
法
連
盟　
▼
申
　
6
月
3

日
㈯
・
10
日
㈯
午
後
7
時
〜
8
時
に

費
用
を
添
え
て
「
行
田
グ
リ
ー
ン
ア

リ
ー
ナ
」
柔
道
場　
▼
問
　
同
連
盟

島
田
☎
５
８
８
―
４
６
９
４
ま
た
は

☎
０
９
０
―
３
０
４
９
―
４
６
９
４

▼
日
時
　
7
月
2
日
㈰
午
後
1
時
〜

4
時　
▼
場
所
　
フ
レ
サ
よ
し
み
小

ホ
ー
ル
（
比
企
郡
吉
見
町
中
新
井

５
０
８
）　
▼
内
容
　
新
井
め
ぐ
み

さ
ん
（
行
田
総
合
病
院
理
学
療
法

士
）
に
よ
る
講
演
「
日
本
の
未
来
と

介
護
予
防
の
重
要
性
」、
武
蔵
嵐
山

病
院
と
埼
玉
成
恵
会
病
院
の
理
学
療

法
士
に
よ
る
「
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
の
紹

介
、
い
き
い
き
百
歳
体
操
」　
▼
定

員
　
50
人
（
先
着
順
）　

▼
参
加
無

料
　
▼
申
・
問
　
7
月
1
日
㈯
ま
で

に
成
恵
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
☎
０
４
９
３

―
２
３
―
８
０
１
２

埼
玉
県
理
学
療
法
士
会

北
部
ブ
ロ
ッ
ク
公
開
講
座
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【住民基本台帳人口】 行田市の人口と世帯 人口82,469人　男40,984人　女41,485人　世帯数34,228世帯

（平成29年4月1日現在） 3月中の異動　出生45人　転入等349人　死亡94人　転出等522人

グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ

窓
口
受
付
ス
タ
ッ
フ

▼
勤
務
時
間
　【
月
〜
金
曜
日
】
午

後
5
時
30
分
〜
9
時
30
分
【
土
・
日

曜
日
、
祝
日
】
午
前
8
時
30
分
〜
午

後
9
時
30
分
の
う
ち
4
〜
8
時
間
程

度　
▼
勤
務
場
所
　
行
田
グ
リ
ー
ン

ア
リ
ー
ナ　

▼
業
務
内
容
　
窓
口

受
付
お
よ
び
施
設
管
理
業
務
（
週

3
日
程
度
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
勤

務
）　
▼
応
募
要
件
　
土
・
日
曜
日
、

祝
日
の
勤
務
が
可
能
な
方　
▼
募
集

人
数
　
2
人
程
度
（
採
用
者
が
決
定

次
第
、
募
集
終
了
）　
▼
時
給
　【
18

歳
以
上
】
８
６
０
円
（
試
用
期
間
の

2
カ
月
間
は
８
５
０
円
）【
高
校
生
】

８
５
０
円　
▼
選
考
方
法
　
書
類
審

査
の
上
、
面
接
を
実
施　
▼
申
　
履

歴
書
（
写
真
貼
付
）
を
5
月
21
日
㈰

午
後
9
時
ま
で
に
直
接
行
田
グ
リ
ー

ン
ア
リ
ー
ナ商

工
セ
ン
タ
ー
映
画
祭

「
ロ
ー
マ
の
休
日
」
上
映

▼
日
時
　
5
月
20
日
㈯
午
後
2
時
上

映　
▼
上
映
作
品
　「
ロ
ー
マ
の
休

日
」（
上
映
時
間
１
１
８
分
）　
▼
入

場
無
料
　
▼
定
員
　
３
０
０
人
（
先

着
順
）　
▼
そ
の
他
　
整
理
券
は
あ

り
ま
せ
ん
。
直
接
会
場
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

古
代
蓮
の
里
（
蓮
の

開
花
期
間
）
ス
タ
ッ
フ

▼
勤
務
期
間
　
6
月
中
旬
〜
8
月
上

旬
※
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
勤
務　
▼
勤

務
場
所
　
①
古
代
蓮
会
館
②
売
店
③

園
内
（
臨
時
）
観
光
案
内
所　
▼
勤

務
時
間
　
①
②
午
前
7
時
か
ら
3
〜

4
時
間
程
度
③
午
前
8
時
30
分
〜
午

後
1
時　
▼
業
務
内
容
　
①
古
代
蓮

会
館
受
付
案
内
業
務
②
売
店
接
客
業

務
③
観
光
案
内
業
務　
▼
応
募
資
格
　

18
歳
以
上
の
方
で
土
・
日
曜
日
勤
務

が
可
能
な
方　
▼
募
集
人
数
　
若
干

名　
▼
時
給
　
①
②
午
前
7
時
〜
9

時
は
９
０
０
円
、
午
前
9
時
以
降
は

８
５
０
円
③
８
５
０
円　
▼
選
考
方

法
　
書
類
審
査
の
上
、
面
接
を
実
施　

▼
申
　
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
を
5

月
28
日
㈰
午
後
4
時
ま
で
に
直
接
古

代
蓮
会
館

（公財）行田市産業・文化・
 スポーツいきいき財団

… 申し込み・問い合わせ …

http://www.ikiiki-zaidan.or.jp/index.html

商工センター
TEL. 553－0510
FAX. 553－2021

産業文化会館
TEL. 556－6371
FAX. 556－6372

行田グリーンアリーナ
TEL. 553－3377
FAX. 553－0487

古代蓮会館
TEL. 559－0770
FAX. 559－0784

クラブ名 日　時 場　所 内　容 対　象 定員 会　費 申し込み

ボクシングエクサ
サイズクラブ

毎週金曜日の
午後7時30分～
8時30分

「行田グリー
ンアリーナ」
剣道場他

ボクシングの動作を取り入れた
エクササイズなどを行い、脂肪
燃焼を促進させダイエット効果
を高める

18歳以上の方

10人

月額3,000円
※ トレーニン
グ室など月
4回無料利
用券付き

5月16日㈫～ 18日
㈭の午前9時～午
後8時に直接または
電話で「行田グリー
ンアリーナ」
※ いずれも定員を超
えた場合は抽選
※ 原則として入会
は月初めの開催
日から

ＳＡファイトクラブ 毎週土曜日の
午前10時～ 11時 10人

ピラティスクラブ
毎週土曜日の
午前11時10分～
午後0時10分

「行田グリー
ンアリーナ」
柔道場他

バレエやヨガの要素を取り入れた
ピラティスを行い、柔軟性や筋力、
バランスなどを養い、美容や肩こ
り・腰痛などの改善に役立てる

6人

グリーンアリーナいきいき＆わくわくエンジョイスポーツクラブ会員

広告広告



　
寺
子
屋
は
江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
の
始
め
頃
ま

で
の
教
育
機
関
で
す
。
主
に
庶
民
の
子
ど
も
を
対
象

に
し
て
、
村
や
町
の
有
識
者
や
僧
侶
、
神
主
、
医

師
、
武
家
な
ど
が
師
匠
と
な
り
、
読
み
方
や
書
き

方
、
計
算
な
ど
を
教
え
ま
し
た
。
江
戸
時
代
の
中
期

頃
か
ら
江
戸
や
大
坂
、
京
都
な
ど
の
大
都
市
で
普
及

し
始
め
、
次
第
に
地
方
へ
と
広
が
り
を
み
せ
、
後
期

に
な
る
と
そ
の
数
が
激
増
し
て
い
き
ま
し
た
。
県
内

に
は
１
千
３
０
０
を
超
す
寺
子
屋
が
あ
っ
た
と
さ

れ
、
市
内
で
も
20
軒
の
寺
子
屋
と
41
人
の
師
匠
の
存

在
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
の
一
つ
が
写
真

の
日
記
を
残
し
た
玉
松
堂
で
す
。

　
玉
松
堂
は
野
村
下
組
の
名
主
を
務
め
た
植
田
家
の

分
家
で
あ
る
植
田
音
次
郎
が

開
い
た
寺
子
屋
で
す
。
音
次

郎
は
若
い
頃
は
江
戸
に
出
て

方
位
占
い
な
ど
を
し
て
い
ま

し
た
が
、
本
家
の
当
主
で
兄

の
加
左
衛
門
が
死
去
し
た
た

め
、
嘉
永
３
年
（
１
８
５
０
）

に
野
村
に
戻
り
、
お
い
で
名

主
を
継
い
だ
伝
之
助
の
後
見

と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
屋

敷
内
の
別
宅
で
玉
松
堂
と

号
す
る
寺
子
屋
を
始
め
た
の

で
す
。
評
判
を
聞
い
て
次
第

に
筆
子
（
生
徒
）
も
集
ま
り
、
よ
り
広
い
建
物
が

必
要
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
筆
子
か
ら
普
請
の
費

用
を
取
り
立
て
る
わ
け
に
も
い
か
ず
、
安
政
３
年

（
１
８
５
６
）
に
は
寺
子
屋
で
文
房
具
の
商
い
を
始

め
ま
し
た
。
し
か
し
、
寺
子
屋
で
商
売
を
す
る
と
逆

に
筆
子
の
負
担
が
増
え
る
の
で
、
こ
ち
ら
は
１
年
ほ

ど
で
廃
業
し
た
よ
う
で
す
。

　
玉
松
堂
に
は
写
真
の
日
記
や
記
録
類
、
安
政
５
年

か
ら
明
治
４
年
ま
で
の
門
入
証
文
帳
が
残
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
筆
子
は
入
門
の
際
に
謝

礼
金
や
酒
代
な
ど
を
納
め
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
し

つ
け
に
も
か
な
り
厳
し
か
っ
た
よ
う
で
、
修
学
態
度

が
悪
い
筆
子
を
破
門
し
た
り
、
母
親
の
言
う
こ
と
を

聞
か
な
い
筆
子
に
は
わ
び
状
を
出
さ

せ
た
り
し
て
い
ま
す
。
門
入
証
文
帳

に
記
さ
れ
た
筆
子
は
２
１
８
人
で
、

地
元
の
野
村
を
は
じ
め
、
埼
玉
村
、

屈
巣
村
、
広
田
村
、
関
新
田
、
袋

村
、
堤
根
村
な
ど
周
辺
の
村
々
か
ら

集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　
玉
松
堂
は
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け

て
の
地
域
の
教
育
機
関
と
し
て
の
役

割
を
果
た
す
と
と
も
に
、
明
治
以
後

の
学
校
教
育
導
入
の
下
地
と
も
な
っ

て
い
き
ま
し
た
。

 

（
郷
土
博
物
館　
鈴
木
紀
三
雄
）
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今月の表紙

■ 

編
集
・
発
行
／
行
田
市
総
合
政
策
部
広
報
広
聴
課

 

〒
３
６
１
ー
８
６
０
１ 

行
田
市
本
丸
2
番
5
号

 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

５
５
６
ー
１
１
１
１　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

５
５
０
ー
２
１
１
６

平
成
29
年
5
月
１
日 

発
行

■ 市報ぎょうだに掲載されているあなたの写真を差し上げます。
 ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線318）まで。
■ 市民の皆さんの市政に対するご意見をお待ちしています。
■ 市報をデイジー版に録音したものを希望者宅にお届けします。
 ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線318）まで
 ご連絡ください。

No.
851

環境にやさしい
植物油インキ

市報ぎょうだは
再生紙を

使用しています

ホームページ http://www.city.gyoda.lg.jp 携帯サイト http://www.city.gyoda.lg.jp/mobile/index.html
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　4月2日、「陸王杯 第33回行田市鉄剣マラソン大会」が
開催されました。

　本市の老舗足袋業者を舞台にした池井戸潤さんの小説にちなみ「陸王
杯」と冠した今回の大会には、市内外から3,126人が出場。古代蓮の里を
出発したランナーは、桜の咲き始めたさきたま古墳公園を巡るコースを気
持ちよさそうに駆け抜けました。

　「地域の自然を守り次世代に伝えていくとともに、地元に住む子供たち
を見守り育てていく」という目標を掲げ、精力的に活動しているのが特定
非営利活動法人ふるさと創生クラブです。
　同法人は平成16年1月に発足し、現在、会員58人と企業会員1社が所属。
主な活動として行っているのが、西小学校1年生を対象にした付き添い下
校です。13年間毎日欠かさず、会員が各下校班に付き添い、最後の一人が
家に入るまで子供たちの安全を見届けています。また、子供たちに大人気
なのが、自然を体験してもらうための会員手作りのビオトープです。授業
でビオトープを訪れた子供たちは、魚取りやザリガニ釣りなどの遊びに夢
中になるそうです。他にも、放課後や長期休暇に開催する教室で、ベーゴ
マや紙ひこうき、水鉄砲などさまざまな遊びを教えています。
　子供たちの笑顔と「ありがとう」の言葉が活動の糧になっていると話す
会員の皆さん。成長を見守る目は温かく、生き生きと輝いていました。

【代表理事】今村 武蔵　【電話番号】553―0265 会員による付き添い下校の様子

GYODA
市報ぎょうだ CITY PUBLIC RELATIONS

May.2017

No.851

日記帳 門入証文帳

みんな　チカラの
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～市民公益活動団体紹介～⑤


